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● パネルディスカッション（要約筆記があります）

５月２７日º　午後１時３０分～３時４０分（１時開場）日　時
セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２）会　場
①祝賀コンサート
・演奏：日本フィルハーモニー交響楽団　金管五重奏／杉並区立杉並第
二小学校吹奏楽部
②開催挨拶（区長挨拶、議長祝辞、来賓祝辞）
③パネルディスカッション
・コーディネーター：ノンフィクション作家・山根一眞さん
・パネラー：元東京都副知事・金平輝子さん、歌手・庄野真代さん、国
際政治学者・舛添要一さん、杉並区議会議長・大泉時男さん、杉並区
長・山田宏

内　容

５００名（先着順）定　員
無料参加費

● 展示会・絵画展

５月２７日º、２８日∂　午前９時～午後５時日　時
セシオン杉並会　場
半世紀にわたる杉並区の歴史を振り返るとともに、２１世紀に向けた「す
ぎなみの未来の姿」を探る。
①杉並区のあゆみ
②新しい自治制度について
③区内小・中学生の「すぎなみの未来」絵画作品
④ビデオ上映「杉並ルネサンス」　ほか

内　容

●英語版広報「Hello! SUGINAMI」を８
面に掲載。

●「区議会だより」を折り込んでありま
す。引き抜いてお読みください。

　

杉
並
区
の
新
し
い
指
針
と
な
る
「
杉
並
区　

世
２１

紀
ビ
ジ
ョ
ン
」。
現
在
、
杉
並
区　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

２１

審
議
会
が
策
定
の
た
め
の
検
討
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
ど
各
部
会
の
議
論
の
ま
と
め
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ま
と
め
に
関
し
て
区
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
に
「
杉
並
区　

世
紀
ビ
ジ

２１

ョ
ン
審
議
会
区
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

―
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課
へ
。

　

区
で
は
、　

世
紀
に
向
け
、

２１

こ
れ
か
ら
の
区
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
の
憲
章
と
な
る
基
本
構

想
と
し
て
、　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

２１

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

昨
年
の
９
月
に
設
置
さ
れ
た

杉
並
区　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
審
議

２１

会
（
会
長
＝
石
井
威
望
東
京
大

学
名
誉
教
授
）
は
、　

月
か
ら

１２

は
三
つ
の
部
会
に
わ
か
れ
分
野

別
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。（
第
１
部
会
「
住
む
･
暮
ら

す
」
部
会
長
＝
村
上
美
奈
子
委

員
、
第
２
部
会
「
働
く
・
営

む
」
部
会
長
＝
江
口
克
彦
委

員
、
第
３
部
会
「
憩
う
・
学

ぶ
」
部
会
長
＝
武
藤
博
己
副
会

長
）

　

こ
の
ほ
ど
、
各
部
会
の
議
論

の
中
間
的
ま
と
め
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
審
議
会
で
は
、
こ
の
各

部
会
の
議
論
の
ま
と
め
に
関
し

て
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
う
た
め
、
部
会
別
（
分
野
別
）

に　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
審
議
会
区

２１
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
審
議
会
で
は
、
部
会
報
告

を
も
と
に
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
７
月
ご

ろ
に　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
の
骨
子

２１

を
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
と

ご
意
見
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す

（
開
催
日
程
は
左
上
表
）。
な

お
、
ご
意
見
を
発
表
さ
れ
る
方

は
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

�
３
３
１
２
‐
９
９
１
２
で
、

住
所
、
氏
名
、
参
加
す
る
日
、

意
見
の
要
旨
を
簡
単
に
記
入
の

う
え
、
企
画
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

FAX
２１世紀ビジョン各部会の議論のま
とめ（要旨）は、２面に掲載して
います。
※全文はホームページおよび出張
所・地域区民センターでご覧に
なれます。

杉杉並並かからら語語ろろうう、、自自治治のの未未来来をを
～杉並の自治を

考えるつどい～

　４月から特別区制度改革と地方分権
がスタートし、新しい地方自治の時代
が始まりました。杉並区のこれからの
自治について考えていきましょう。
　希望者は、直接会場へ。
　問い合わせは、企画課へ。

金平輝子さん

庄野真代さん

山根一眞さん

舛添要一さん

５月２７日º
　区では、北海道有珠山の火山活動によ
って地元の住民の暮らしに多大な被害が
出ていることから、区内２５カ所の施設に
義援金箱を設置して区民の皆さんに義援
金をお願いしていました。
　しかし、火山活動はいまだに終息せ
ず、住民の避難生活はいまなお続いてい
ます。
　そこで、義援金箱の設置を６月２日ª

まで延長しました。皆さんのご協力をお
願いします。
　【設置場所】区役所１階受付、出張所、
地域区民センター
※５月２日までに６５３,２９４円（図書券２,５００
円分含む）の義援金が集まりました。
集まった義援金は、被災地に送られま
す。
◇日本赤十字社でも期間を延長して募金
を行っています
　【入金方法】郵便振替で「０２７５０‐１‐
１５０　日本赤十字社北海道支部支部長・
伊藤義郎」あて入金してください（振替
用紙の通信欄に「有珠山火山活動災害義
援金」と明記してください）。手数料は
無料です【受付期間】６月２日ªまで

fご協力ください

有珠山火山活動
災害義援金

�
�

◆２１世紀ビジョン審議会区民フォーラム日程◆◆２１世紀ビジョン審議会区民フォーラム日程◆

部　会日　時

第２部会
　（働く・営む）

５月２５日∫

　午後６時３０分
～８時３０分

第３部会
　（学ぶ・憩う）

５月２６日ª

　午後６時３０分
～８時３０分

第１部会
　（住む・暮らす）

６月４日∂

　午後２時～４時
※会場は、いずれも阿佐谷地域区民センター
（阿佐谷南１‐４７‐１７）
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１
目
標
と
基
本
的
な
視
点
…
誰
も

が
安
心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
、

生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
お
く
る

舞
台
と
な
る
ま
ち
を
つ
く
る

▽
ま
ち
の
個
性
を
発
見
し
育
て
な

が
ら
、
美
し
く
魅
力
あ
る
杉
並
を

つ
く
る

▽
個
性
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
新
し
い
時
代
の
価
値

を
生
み
発
信
で
き
る
は
つ
ら
つ
と

し
た
地
域
づ
く
り

▽
自
然
環
境
を
守
り
育
て
る
と
と

も
に
、
環
境
に
負
荷
を
与
え
な
い

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
つ
く

る▽
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
健
や

か
に
生
活
で
き
る
「
健
康
都
市
杉

並
」
を
目
指
す

▽
一
人
ひ
と
り
が
人
と
し
て
の
尊

厳
を
保
ち
、
自
立
し
た
生
活
を
お

く
れ
る
よ
う
互
い
に
支
え
あ
い
、

「
共
に
生
き
る
」
福
祉
社
会
を
つ

く
る

▽
住
民
の
主
体
的
な
参
画
と
行
政

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
基
本

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
。
住

民
の
活
動
を
支
援
す
る
行
政
の
や

わ
ら
か
な
仕
組
づ
く
り

２
施
策
の
方
向

∏
ま
ち
づ
く
り

▽
自
然
条
件
や
歴
史
の
中
で
つ
く

ら
れ
た
旧
道
や
寺
社
、
街
並
な
ど

を
大
切
に
し
た
、
暮
ら
し
の
息
吹

と
文
化
の
香
る
都
市
景
観
の
形
成

▽
す
で
に
あ
る
環
境
や
空
間
の
資

源
を
生
か
し
、
魅
力
を
高
め
る
と

い
う
再
生
・
活
用
型
の
持
続
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
重
視

▽
多
様
な
機
能
を
持
つ
道
路
を
生

活
者
の
視
点
で
見
直
す
。
幹
線
道

路
等
の
役
割
を
明
確
化
し
、
歩
行

者
等
の
安
全
を
重
視
し
た
快
適
な

道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備

▽
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
交
通
手

段
を
整
備
し
、
社
会
参
加
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り

▽
生
活
に
彩
り
を
与
え
る
商
店
街

を
、
賑
わ
い
と
活
気
の
あ
る
個
性

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
核
に

▽
防
災
の
基
盤
と
な
る
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
等
の
確
保
、
建
物
の
不

燃
化
な
ど
の
促
進
。
ソ
フ
ト
面
を

含
め
た
安
全
で
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り

▽
住
宅
の
あ
り
方
を
都
市
計
画
、

福
祉
、
教
育
な
ど
重
層
的
に
と
ら

え
、
区
民
、
事
業
者
に
対
し
的
確

に
支
援
・
誘
導

π
環
境
、
循
環
型
社
会

▽
命
あ
る
も
の
を
大
切
に
す
る
こ

と
を
基
本
に
、
都
市
の
中
の
自
然

の
育
成
、
潤
い
の
あ
る
環
境
の
創

出▽
未
来
に
引
き
継
ぐ
べ
き
み
ど
り

を
、
地
域
で
守
り
育
て
、
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

▽
区
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、
新
し
い
仕
組
に
よ
る
積

極
的
な
み
ど
り
の
保
全
と
創
出

▽
区
民
生
活
や
事
業
活
動
が
環
境

に
与
え
る
負
荷
の
少
な
い
循
環
型

社
会
づ
く
り

▽
ご
み
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
、
住
民
・
事
業
者
・
行
政
が
共

に
考
え
実
践
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ

く
り

▽
自
然
条
件
を
と
り
こ
ん
だ
、
家

づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

▽
環
境
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

る
た
め
、
学
校
等
に
お
け
る
環
境

体
験
学
習
の
取
組

▽
自
立
し
た
消
費
者
と
し
て
行
動

で
き
る
よ
う
、
消
費
者
活
動
の
支

援
体
制
を
拡
充
し
、
被
害
救
済
機

能
の
充
実
。
環
境
に
配
慮
し
た
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
購
入
す

る
消
費
者
活
動
の
推
進

∫
健
康

▽
す
べ
て
の
区
民
が
生
涯
を
通
じ

て
心
身
の
良
好
さ
を
保
ち
、
自
己

実
現
と
充
実
し
た
人
生
･
日
々
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
健
康
に
関
す
る

施
策
の
推
進

▽
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
地
域
活

動
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
健
康

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
健
康
な
ま

ち
づ
く
り
（
健
康
都
市
杉
並
）
の

推
進

▽
子
ど
も
た
ち
や
青
少
年
が
健
康

に
育
つ
ま
ち
実
現
の
た
め
、
区
と

区
民
、
民
間
団
体
、
関
係
機
関
な

ど
の
連
携
強
化

▽
病
気
の
予
防
の
重
視
。
病
後
の

生
活
習
慣
病
等
の
管
理
に
関
す
る

情
報
提
供
や
生
活
環
境
の
改
善
、

地
域
の
助
け
合
い
の
推
進

ª
地
域
福
祉
･
支
え
合
い

▽
区
民
が
、
お
互
い
に
理
解
し
合

い
「
共
に
生
き
る
」
ま
ち
づ
く
り

▽
す
べ
て
の
人
が
地
域
で
安
全
に

暮
ら
す
た
め
、
施
設
や
ま
ち
、
制

度
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

▽
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
供
給
主
体
に

よ
り
、
支
え
あ
う
地
域
福
祉
の
基

盤
整
備
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保

な
ど
行
政
の
役
割
の
明
確
化

▽
高
齢
者
が
経
験
や
知
恵
を
生
か

し
、
元
気
に
生
き
が
い
を
持
ち
地

域
活
動
な
ど
に
参
画
・
参
加
す
る

活
力
あ
る
社
会
の
形
成

▽
子
ど
も
が
、
地
域
の
中
で
自
主

性
や
社
会
性
を
身
に
つ
け
育
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
の
び
の
び
と

遊
べ
行
動
で
き
る
空
間
の
確
保
な

ど
環
境
の
整
備

▽
子
育
て
を
社
会
で
支
え
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り

º
地
域
（
社
会
）・
ま
ち

▽
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社

会
は
、
住
民
の
自
治
意
識
と
自
主

的
･
主
体
的
な
活
動
が
基
本
。
区

民
と
行
政
と
の
協
働
が
必
要

▽
人
々
が
地
域
を
知
り
、
地
域
の

個
性
に
誇
り
と
愛
着
を
も
ち
、
目

標
を
共
有
し
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る▽
区
民
が
地
域
の
課
題
に
取
り
組

み
､
生
活
条
件
を
向
上
さ
せ
る
活

動
を
行
う
上
で
、
行
政
の
情
報
提

供
と
的
確
な
支
援
が
必
要

▽
地
縁
的
な
組
織
や
多
様
な
地
域

グ
ル
ー
プ
、
人
々
が
、
集
い
、
交

流
し
、
触
発
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
は
活
性

化
。
多
様
な
区
民
活
動
を
支
え
る

具
体
的
方
策
が
必
要

▽
小
学
校
を
核
に
し
た
身
近
な
地

域
の
交
流
と
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
。
同
時
に
、
多
様
な
個
性
を
持

つ
駅
を
中
心
と
し
た
広
い
地
域
の

二
つ
の
核
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
生

き
生
き
と
し
た
地
域
づ
く
り

１
目
標
と
基
本
的
な
視
点
…
「
杉

並
ら
し
さ
」
を
維
持
し
、
さ
ら
に

活
力
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に

▽
環
境
と
共
生
す
る
産
業
の
育
成

…
み
ど
り
を
保
全
し
、
生
活
環
境

と
共
生
で
き
る
産
業
の
育
成

▽
商
店
街
の
活
性
化
…
地
域
経
済

の
中
心
的
存
在
で
あ
る
商
店
街
を

よ
り
個
性
的
、
魅
力
的
に

▽
都
市
に
お
け
る
新
し
い
農
業
の

育
成
…
環
境
資
源
及
び
住
民
の
ふ

れ
あ
い
の
場
と
な
る
都
市
農
業
の

育
成

▽
多
様
な
働
き
手
、
組
織
が
活
躍

す
る
社
会
の
形
成
…
高
齢
者
・
女

性
が
働
き
や
す
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非

営
利
組
織
）
な
ど
の
新
し
い
組
織

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
活
躍
で

き
る
社
会
づ
く
り

▽
自
助
努
力
・
相
互
協
力
の
ま
ち

づ
く
り
…
行
政
に
依
存
せ
ず
、
自

助
努
力
や
お
互
い
の
協
力
に
よ
る

活
動

２
施
策
の
方
向

∏
「
環
境
と
共
生
す
る
産
業
の
育

成
」
の
た
め
に

▽
情
報
通
信
分
野
、
医
療
・
福
祉
・

介
護
関
連
、
感
性
産
業
や
研
究
開

発
型
、
知
識
集
約
型
産
業
の
積
極

的
な
誘
致
・
育
成

▽
多
様
な
組
織
や
個
人
が
知
識
や

情
報
を
共
有
し
、
新
た
な
価
値
を

創
造
、
発
信
で
き
る
社
会
的
イ
ン

フ
ラ
（
高
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
）
の
整
備

▽
職
住
一
体
・
隣
接
型
の
労
働
環

境
と
雇
用
機
会
の
創
出
の
た
め
、

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
の
開
設
促
進

※
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
（
ソ
ー
ホ
ー
）
…
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
使

っ
た
小
規
模
オ
フ
ィ
ス
や
在
宅

で
の
勤
務
な
ど

▽
中
小
企
業
の
自
助
努
力
や
起

業
・
創
業
を
支
援
す
る
た
め
、
産

業
情
報
の
収
集
と
提
供
を
行
う
セ

ン
タ
ー
の
設
置

π
「
商
店
街
の
活
性
化
」
の
た
め

に▽
多
様
化
し
た
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
個
性
的
な
店
舗
・

商
店
街
づ
く
り
の
推
進

▽
活
性
化
し
た
店
舗
・
商
店
街
づ

く
り
の
た
め
、
情
報
の
共
有
化
と

各
経
営
者
が
共
同
で
活
動
で
き
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
参
画
の
も
と
で
構
築

∫
「
都
市
に
お
け
る
新
し
い
農
業

の
育
成
」
の
た
め
に

▽
農
地
を
み
ど
り
の
環
境
資
源
と

し
、
住
民
が
土
と
ふ
れ
あ
う
機
会

を
つ
く
る
な
ど
、
多
面
的
な
農
業

の
推
進

▽
安
全
で
、
新
鮮
な
野
菜
を
供
給

し
、
そ
こ
か
ら
出
る
廃
棄
物
を
有

機
堆
肥
と
し
て
農
家
に
還
元
す
る

循
環
型
農
業
や
先
端
技
術
を
活
用

し
た
研
究
開
発
型
農
業
の
育
成

▽
新
し
い
農
業
の
育
成
の
た
め
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
参
画
の
推
進

ª
「
多
様
な
働
き
手
、
組
織
が
活

躍
す
る
社
会
の
形
成
」
の
た
め
に

▽
保
育
や
介
護
を
社
会
的
に
支
援

し
、
仕
事
と
家
庭
が
両
立
し
や
す

い
環
境
の
整
備

▽
高
齢
者
や
障
害
者
が
能
力
を
発

揮
し
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活

が
営
め
る
よ
う
、
就
労
機
会
を
拡

大
す
る
仕
組
づ
く
り

▽
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
な
ど
職
住
一
体
・
隣

接
型
の
産
業
が
育
ち
や
す
い
環
境

の
整
備

▽
価
値
観
や
生
き
方
が
多
様
化
す

る
な
か
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
が
活
動
し
や
す
い
環
境

づ
く
り

º
「
自
助
努
力
・
相
互
協
力
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
た
め
に

▽
各
目
標
の
達
成
は
、
で
き
る
か

ぎ
り
関
係
す
る
人
た
ち
の
自
助
努

力
と
相
互
協
力
で
進
め
て
い
く
こ

と
を
基
本
と
し
、
高
齢
者
、
女

性
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
新
し
い
働
き
手
、
組
織
と
も

協
力
・
連
携
し
な
が
ら
推
進

▽
区
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
対

し
て
提
供
す
べ
き
も
の
と
提
供
す

べ
き
で
な
い
も
の
を
吟
味
し
、
も

っ
と
も
効
果
的
な
手
段
で
施
策
を

推
進

▽
区
は
、
情
報
を
積
極
的
に
発
信

し
、
透
明
性
の
高
い
区
政
を
推

進
。
働
く
人
々
の
区
政
へ
の
関
心

を
高
め
、
参
加
し
や
す
い
環
境
を

整
備

１
目
標
と
基
本
的
な
視
点
…
五
〇

万
区
民
が
共
に
学
び
、ふ
れ
あ
い
、

創
造
す
る
ま
ち

∏
学
ぶ
（
学
校
・
教
育
）

▽
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

健
や
か
に
た
く
ま
し
く
育
ち
、
世

界
に
は
ば
た
く
教
育
立
区
杉
並

▽
学
校
を
地
域
に
開
き
、
地
域
が

学
校
を
支
え
る
ま
ち

π
創
る
（
生
涯
学
習
、
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
）

▽
誰
も
が
、
い
き
い
き
と
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
び
、
創
造
し
、
活
動

す
る
ま
ち

▽
世
界
に
向
か
っ
て
文
化
・
芸
術

を
発
信
す
る
ま
ち

∫
集
う
（
参
画
・
交
流
）

▽
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
も

が
自
治
の
担
い
手
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
や
教
育

に
参
画
す
る
ま
ち

▽
世
代
、
性
別
、
国
籍
な
ど
の
垣

根
を
こ
え
て
、
誰
も
が
共
に
交
流

し
、
ふ
れ
あ
う
ま
ち

２
施
策
の
方
向

∏
学
校
教
育

▽
子
ど
も
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
や
自
然
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
増

や
し
、
社
会
ル
ー
ル
や
生
命
を
大

切
に
す
る
人
間
性
を
育
成

▽
家
庭
、
地
域
社
会
、
学
校
が
相

互
に
連
携
・
協
力
し
教
育
環
境

（
社
会
、
文
化
、
自
然
）
を
整
え
、

子
ど
も
た
ち
が
教
育
に
参
画
で
き

る
機
会
を
創
出

▽
子
ど
も
た
ち
の
創
造
的
な
力
を

育
む
た
め
の
特
色
あ
る
教
育
、
学

校
づ
く
り
の
推
進

▽
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
行
動
に

責
任
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
力
の

育
成

▽
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
ち
、

異
な
る
価
値
観
や
文
化
な
ど
多
様

性
を
認
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
き
る
力
の
育
成
。
高
度
情
報

化
に
対
応
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教

育
の
推
進

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
や
環
境
教

育
へ
の
取
組

π
開
か
れ
た
学
校

▽
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
人
を
講
師

と
し
て
学
校
に
招
く
な
ど
、
社
会

の
多
様
性
を
学
ぶ
場
づ
く
り

▽
学
校
を
地
域
に
開
き
、
生
涯
学

習
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点

と
し
て
活
用

▽
学
校
の
活
用
を
進
め
る
た
め
に

は
、
学
校
関
係
者
の
意
識
変
革
と

安
全
確
保
な
ど
の
地
域
で
の
責
任

分
担
が
必
要

▽
父
母
や
地
域
の
人
々
が
学
校
の

運
営
に
参
画
で
き
る
仕
組
づ
く
り

▽
地
域
行
事
へ
の
参
加
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
た
学
校

の
地
域
へ
の
参
加

∫
生
涯
学
習

▽
区
民
一
人
ひ
と
り
が
、「
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」

学
び
、
活
動
で
き
る
環
境
の
整
備

▽
区
民
の
多
様
で
主
体
的
な
学
習

活
動
を
支
援
し
、
生
涯
学
習
を
通

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

▽
地
域
の
小
学
校
を
活
用
し
、
高

齢
者
と
子
ど
も
が
お
互
い
に
教
え

合
う
な
ど
、
豊
か
な
心
の
育
成

▽
集
会
施
設
の
機
能
充
実
な
ど
、

学
習
・
交
流
の
で
き
る
場
の
整
備

ª
文
化
・
芸
術

▽
区
民
の
多
様
な
文
化
的
活
動
や

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
芸
術
活
動
を
支

援
し
、
杉
並
な
ら
で
は
の
文
化
を

広
く
内
外
に
発
信

▽
区
民
が
す
ぐ
れ
た
文
化
・
芸
術

に
親
し
む
環
境
の
整
備

▽
地
域
の
個
性
や
ま
ち
の
活
性
化

と
連
動
し
た
文
化
の
振
興

▽
文
化
・
芸
術
に
関
す
る
情
報
の

収
集
・
提
供
や
、
活
動
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
と
交
流
の
推
進

º
参
画

▽
す
べ
て
の
人
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
で
き
る
機
会
の
拡
充

▽
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
推
進

▽
子
ど
も
の
段
階
か
ら
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
フ
リ
ー
（
男
女
平
等
）
教
育

を
通
じ
た
意
識
形
成
へ
の
取
組

▽
男
女
が
共
に
仕
事
と
家
庭
を
両

立
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

Ω
交
流

▽
区
民
の
中
に
多
様
な
交
流
、
ふ

れ
あ
い
が
あ
る
豊
か
な
地
域
社
会

の
形
成

▽
国
内
の
都
市
と
の
交
流
を
通

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
自
然
に

ふ
れ
る
機
会
に
よ
る
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
心
の
育
成

▽
国
際
交
流
を
進
め
、
子
ど
も
た

ち
の
国
際
性
の
養
成
と
世
界
に
開

か
れ
た
ま
ち
づ
く
り

第
１
部
会

（
住
む
・
暮
す
）

第
２
部
会

（
働
く
・
営
む
）

第
３
部
会

（
憩
う
・
学
ぶ
）

　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
審
議
会
各
部
会
の
議
論
の
ま
と
め（
要
旨
）

２１

※
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.city.suginam

i.tokyo.jp/

（        
 
 
             
           
）

ま
た
は
出
張
所
、地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

　

後
世
に
残
る
歌
を
昭
和
ヒ
ト

桁
世
代
が
作
っ
て
歌
い
ま
す
。

　

【
日
時
】
６
月　

日
∫
午
後

１５

７
時
開
演
（
６
時
開
場
・
区
共

催
）
【
会
場
】
杉
並
公
会
堂

（
上
荻
１
―　

―　

）
【
内

２３

１５

容
】
ザ
・
平
成
唱
歌
集
―
老
人

力
で
し
ょ
う
か
！
【
出
演
】
永

六
輔
さ
ん
、
小
林
亜
星
さ
ん
、

野
坂
昭
如
さ
ん
【
定
員
】
一
〇

八
八
名
（
全
席
指
定
）
【
入
場

料
】
三
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
必

要
枚
数
も
書
い
て
、
５
月　

日
２５

（
必
着
）
ま
で
に
杉
並
文
化
村

（
〒　

‐
０
０
３
２
天
沼
３
―

１６７

　

―
２
）
へ
。

１０
　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
文
化

村
・
渡
辺
@
３
２
２
０
‐
０
０

２
１
へ
。

◇ 
一
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
、

５
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社

２５

会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０

１６６

０
１
１
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。　

　

問
い
合
せ
も
、
同
セ
ン
タ
ー

@
３
３
１
７
‐
６
６
２
１
へ
。

※
目
や
耳
の
不
自
由
な
方
も
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

日
本
の
伝
統
音
楽
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
（
区
共
催
）

　

【
日
時
】
５
月　

日
∂

午
前

２１

　

時
〜
午
後
６
時　

分
【
会

１１

３０

場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１

―　

―　

）
【
曲
目
】
千
鳥
の

２２

３２

曲
、
夏
の
曲
ほ
か
全
三
〇
曲

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
三
曲

協
会
・
江
川
@
３
２
２
３
‐
２

９
６
１
へ
。

　

【
日
時
】
６
月
４
日
∂
午
後

１
時
〜
５
時
（
区
共
催
）
【
会

場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１

―　

―　

）
【
内
容
】
公
募
作

２２

３２

品
の
発
表
と
講
評
【
入
場
料
】

無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

◇
夏
の
歌
会
の
作
品
募
集

　

希
望
者
は
、
ハ
ガ
キ
（
ハ
ガ

キ
記
入
例
参
照
）
に
未
発
表
の

作
品
一
首
を
書
い
て
、
５
月　
２０

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
杉
並

短
歌
連
盟
・
吉
村
（
〒　

‐
０

１６６

０
６
３
和
泉
１
―　

―　

）へ
。

４０

１２

　

問
い
合
わ
せ
も
、同
連
盟
・
吉

村
@

３
３
２
８
‐
７
３
５
３
へ
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
∂

午
前

２８

　

時
〜
午
後
５
時
（
区
共
催
）

１０【
会
場
】
杉
並
能
楽
堂
（
和
田

１
―　

―
９
）
【
内
容
】
区
謡

５５

曲
連
盟
会
員
に
よ
る
素
謡
と
仕

舞
の
発
表
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、同
連
盟
・
羽

生
@

３
３
９
２
‐
３
５
２
６
へ
。

〈ふれあい土曜農園〉
締切日内　　容月　日
５月１６日葉菜類の収穫・さつまいも苗植５月２０日

６月２７日じゃがいも・トマト・きゅうり・ピーマ
ンの収穫７月１５日

７月４日じゃがいも・トマト・きゅうり・ナスの収穫７月２２日
７月１８日トマト・きゅうり・ナス・ピーマンの収穫８月５日
９月１９日さつまいも掘り・収穫１０月７日

（注）1.時間は、いずれも土曜日の午前１０時～１１時４５分。
　　2.作物の状態により収穫内容を変更することがあります。

　

古
都
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
（
旧
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
）
の

放
送
局
に
所
属
す
る
合
唱
団
の

歌
声
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
典
や
ロ
シ

ア
の
代
表
的
な
音
楽
家
の
作
品

の
ほ
か
、
ロ
シ
ア
民
謡
の
数
々

の
歌
と
踊
り
の
ス
テ
ー
ジ
で

す
。

　

【
日
時
】
７
月　

日
∑
午
後

１７

６
時　

分
開
演
（
６
時
開
場
）

３０

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）
【
曲
目
】
グ

２２

３２

リ
ン
カ
＝
「
ル
ス
ラ
ン
と
リ
ュ

ド
ミ
ラ
」
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
＝

「
ア
レ
ル
ヤ
」
、
バ
ッ
ハ
＝

「
メ
ヌ
エ
ッ
ト
と
バ
グ
パ
イ

プ
」
、
ロ
シ
ア
民
謡
、
日
本
の

歌
ほ
か
【
入
場
料
】
大
人
三
五

〇
〇
円
／
小
人
（
中
学
生
以

下
）
二
五
〇
〇
円
【
定
員
】
五

六
八
名
（
全
席
指
定
）

◇
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入

　

【
発
売
開
始
】
５
月　

日
ª

１２

　

知
的
障
害
者
施
設
「
緑
ケ
丘

育
成
園
」
の
入
所
者
が
作
業
訓

練
の
一
環
と
し
て
栽
培
し
た
さ

つ
き
（
苗
・
鉢
物
・
肥
料
・
鹿

沼
土
）
の
即
売
会
で
す
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
∫
〜　

１８

２１

日
∂
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（　

日
は
午
後
４
時　

分
ま

２１

３０

で
）
【
会
場
】
杉
並
公
会
堂

（
上
荻
１
―　

―　

）

２３

１５

　

問
い
合
わ
せ
は
、
菊
田
@
３

３
０
８
‐
７
８
７
２
へ
。

午
後
１
時
（
会
員
先
行
予
約
午

前　

時
）
【
販
売
窓
口
】
①
文

１０
化
・
交
流
協
会
文
化
係
（
上
荻

３
―　

―
５
杉
並
会
館
二
階
）

２９

初
日
は
電
話
予
約
の
み
②
近
畿

日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
区
役
所
内
店

（
区
役
所
西
棟
二
階
）
＝
月
〜

金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
C
各
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
七
カ
所
）
開
館
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
８
時

　

予
約
・
問
い
合
わ
せ
は
、
文

化
・
交
流
協
会
文
化
係
@

５
３

１
１
‐
７
０
３
５
へ
。　

　

【
日
時
】
５
月　

日
º
午
後

２０

２
時
開
演
【
会
場
】
杉
並
会
館

（
上
荻
３
―　

―
５
）【
定

２９

員
】
五
〇
名
【
木
戸
銭
】
五
〇

〇
円

　

申
し
込
み
は
、
電
話
で
文

化
・
交
流
協
会
文
化
係
@
５
３

１
１
‐
７
０
３
５
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。立川談号さん 立川小談林さん

　

区
で
は
、　

年
度
二
回
、
区

１１

内
五
地
点
で
大
気
・
土
壌
中
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。
今
年
１
月
か
ら
施
行
さ
れ

た
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特

別
措
置
法
」
に
そ
っ
た
方
法
で

報
告
し
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
結
果
は
、大
気
・

土
壌
と
も
全
地
点
で
環
境
基
準

の
範
囲
内
で
し
た
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
継
続

的
な
調
査
が
必
要
で
す
。
区
で

は
、　

年
度
も
調
査
回
数
・
対

１２

象
を
拡
大
充
実
さ
せ
て
調
査
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◇
独
自
条
例
の
制
定

　

今
年
６
月
か
ら
区
独
自
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
抑
制
に
関
す
る

条
例
が
施
行
さ
れ
、
小
型
焼
却

炉
に
よ
る
廃
棄
物
の
焼
却
は
原

則
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
予
定
で

す
。
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
は

別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
公
害
対
策

係
へ
。

〈ダイオキシン類調査結果〉

e環境大気中のダイオキシン類濃度　　　　　　　　　　　　単位：ｐｇ－ＴＥＱ／„

環境基準年平均値

冬季　２月１日～２日夏季　８月３日～４日

計
コプラナー
ＰＣＢ

ＰＣＤＤ
＋ＰＣＤＦ

計
コプラナー
ＰＣＢ

ＰＣＤＤ
＋ＰＣＤＦ

調査地点

年平均値
０.６以下

０.０６７
０.０７６０.００４４０.０７１０.０４４０.０１４０.０３０井草森公園①

０.１１０.００５１０.１００.０３７０.０１１０.０２６井草森公園②

０.０８５０.１２０.００４４０.１１０.０４９０.０１４０.０３６馬橋公園

０.０８９０.１１０.００４３０.１１０.０６７０.０２１０.０４６南土木事務所

０.０８０.１１０.００３８０.１１０.０４９０.０１６０.０３４西田保育園

０.０８５０.１００.００３７０.１００.０６９０.０２９０.０４０宮前図書館

e土壌中のダイオキシン類濃度　　　　　　　　　　　　　　単位：ｐｇ－ＴＥＱ／ｇ

環境基準

冬季２月１日夏季　8月3日

計
コプラナー
ＰＣＢ

ＰＣＤＤ
＋ＰＣＤＦ

計
コプラナー
ＰＣＢ

ＰＣＤＤ
＋ＰＣＤＦ

調査地点

１０００以下

３.１０.２７２.８５.４０.３５５.１井草森公園

０.１４０.００１４０.１４０.２５０.１２０.１３馬橋公園

１５１.５１４２５４.３２０南土木事務所

０.３２０.１７０.１４０.２７０.１４０.１３西田保育園①

０.２８０.１５０.１３０.２５０.１３０.１２西田保育園②

１４１.４１２１１１.２９.９宮前図書館

（注）１．ダイオキシン類とは、ポリ塩化ジベンゾフラン（ＰＣＤＦ），ポリ塩化ジベ　
　　　  　ンゾパラジオキシン（ＰＣＤＤ）およびコプラナーＰＣＢの合計。
　　　２．１ｐｇ＝１兆分の１グラム。
　　　３．ＴＥＱ＝毒性等量といい、ダイオキシン類の毒性が種類ごとに異なるため、　
　　　　　最も毒性の強いダイオキシンの量に換算したもの。　　　
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イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ
キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類
のののののののののののののののののののののののののののののののの
調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
がががががががががががががががががががががががががががががががが

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
調
査
結
果
が
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ま
と
ま
り
ま
し
た

催
し

●往復ハガキには返信用
のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

A行事名
B住所
C氏名（フリガナ）
D年齢
E性別
F電話番号

（１人１枚）

杉
並
三
曲
協
会
定
期
演
奏
会

�
杉
並
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

世
直
し
ト
リ
オ
の
歌
と
ト
ー
ク

e

杉
並
短
歌
連
盟　

夏
の
歌
会

さ
つ
き
展
示
即
売
会

　

農
園
で
で
き
た
作
物
の
収
穫

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
・
内
容
】
左
表
の
と

お
り
【
集
合
】
障
害
者
福
祉
会

館
に
当
日
の
午
前　

時
集
合

１０

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
障
害
者
（
介
助
が
必
要

な
方
は
、
付
き
添
い
の
方
も
同

伴
の
こ
と
）
【
定
員
】
各
回
一

〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
各
開
催
日
ご

と
に
往
復
ハ
ガ
キ
（
ハ
ガ
キ
記

入
例
参
照
）
に
障
害
の
状
況
も

書
い
て
、
表
中
の
各
締
切
日

（
必
着
）
ま
で
に
障
害
者
福
祉

会
館
事
業
係
（
〒　

‐
０
０
７

１６８

２
高
井
戸
東
４
―　

―
５
）

１０

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
@
３

３
３
２
‐
６
１
２
１
�
３
３
３

５
‐
３
５
８
１
へ
。

※
①
一
般
の
交
通
機
関
の
利
用

が
困
難
な
方
は
、
リ
フ
ト
付

き
バ
ス
の
送
迎
が
利
用
で
き

ま
す
（
区
内
の
み
運
行
・
定

員
あ
り
）
②
手
話
通
訳
希
望

の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

FAX

�
杉
並
区
謡
曲
連
盟

 
春
の
謡
と
仕
舞
の
大
会

e

�
障
害
者
の
た
め
の

 

ふ
れ
あ
い
土
曜
農
園

e

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
若
手
あ
と
お
し
落
語
会 

　

―
立
川
流
落
語
会

　

小
談
林
・
談
号
競
演
会

e

文
化
交
流
協
会
の
催
し

　

９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が

皆
さ
ん
の
お
宅
に
調
査
票
を
配

り
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
が
お
手
元
に
届
い
た

ら
、　

月
１
日
現
在
の
皆
さ
ん

１０

の
状
況
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。　

月
上
旬
に
、
再
び
調
査

１０

員
が
調
査
票
を
受
け
取
り
に
お

伺
い
し
ま
す
。

　

調
査
員
は
総
務
庁
長
官
か
ら

任
命
さ
れ
、
調
査
票
の
記
入
内

容
に
関
し
て
の
秘
密
を
守
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

記
入
さ
れ
た
一
枚
の
調
査
票

に
は
、
日
本
の
大
切
な
未
来
が

つ
ま
っ
て
い
ま
す
。　

世
紀
の

２１

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、「　
１０

月
１
日
の
あ
な
た
」
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、統
計
係
へ
。

シ
リ
ー
ズ
2

ど
う
や
っ
て
調
査
す
る
の
？

行 事レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

少
年
少
女
合
唱
団
＆

舞
踊
団
コ
ン
サ
ー
ト
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食
の
原
点
に
つ
い
て
学
び
ま

す
　

【
日
時
・
内
容
】
▽
５
月　
３１

日
π
＝
粗
食
の
す
す
め
（
講
師

＝
フ
ー
ズ
＆
ヘ
ル
ス
研
究
所
・

幕
内
秀
夫
さ
ん
）
▽
６
月
１
日

∫
＝
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の

現
状
（
講
師
＝
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
天
笠
啓
祐
さ
ん
）
／
時
間

は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４

時
【
会
場
】
消
費
者
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）【
定

３６

員
】
五
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
５
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１９

消
費
生
活
課
（
〒　

‐
０
０
０

１６６

４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）へ
。

３６

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
@
３

３
１
４
‐
３
６
４
３
へ
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
º
午
前

２７

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
子
育
て

１０サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
中
瀬
（
下

井
草
４
―　

―　

中
瀬
保
育
園

２５

１０

内
）【
講
師
】
臨
床
心
理
士
・
星

一
郎
さ
ん
【
対
象
】
０
歳
〜
就

学
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

方
【
定
員
】
六
〇
名
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

同
セ
ン
タ
ー
@
３
３
９
９
‐
６

４
４
７
へ
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
。

※
①
託
児
が
あ
り
ま
す
（
二
〇

名
申
込
先
着
順
）
②
車
で
の

〈企業等退職者のための社会活動参加セミナー〉

講　師内　容日　時

東京健康生きがいづく
りアドバイザー協議会
登録講師　大宮　洋治

セカンドライフを楽しもう
～これからの自分を考える～

５月３０日∏

午後１時３０分
～３時３０分

東京健康生きがいづく
りアドバイザー協議会
登録講師　岡　秀俊

地域で仲間を作ろう
～第２の人生を
 � いきいきと過ごすために～

６月２日ª

午後１時３０分
～３時３０分

さわやか福祉財団
蒲田尚史

ボランティア活動への
 ������ きっかけづくり
～ボランティアの世界：総論
賛成、各論保留これを乗り越
えるために～
Ａさんの場合、Ｂさんの場合、
Ｃさんの場合

　　６日∏

午後１時３０分
～３時３０分

順天堂大学教授
武井正子

高齢期に向けての健康づくり
～いつまでも健康で
 ����� 過ごせるように～

　　９日ª

午後１時３０分
～３時３０分

〈女子美術大学公開講座〉

教材費定員講　師内　容日程講座名

―１５０名
教授　齊藤経生中国石窟美術の旅

旅と美術
６月３日Ａ（講義・

全２回） 教授　稲木吉一大和古寺巡礼６月１０日

３，０００円２０名教授　小山欽也紙をつくる
－手漉きでカード・タペストリーを制作

６月３、１０、
１７、２４日

Ｂ（実技・
全４回）

３，０００円２０名教授　小澤實樹グラフィックデザイン実技
－植物からカタチを見つけて表現する

６月１０、
１７、２４日

Ｃ（実技・
全３回）

※時間は、いずれも土曜日の午後１時３０分から（Ａ講座は約２時間、Ｂ・Ｃ講座は３時間）。

〈上井草噛むカム教室〉

会　場講　師内　容日　時

上井草保健センター
(上井草３‐８‐１９）

明海大学
口腔衛生学講座教室

教授　安井利一

楽しく運動する秘けつ
―気づかなかった歯の効用―

５月２２日∑

午前１０時～正午

西荻地域
区民センター

(桃井４‐３‐２）

楽食会員
保健センター栄養士

カルシウムたっぷり料理
・昼食会

５月２６日ª

午前９時３０分
～午後０時３０分

上井草保健センター口もと美人の会会員
保健センター歯科衛生士歯みがきのコツ学びましょう５月２９日∑

午前１０時～正午

杉
並
区
内
大
学
公
開
講
座

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

東
洋
に
伝
わ
る
食
の
知
恵
を

見
直
し
、
よ
り
良
い
食
の
在
り

方
を
学
び
ま
す
。（
区
後
援
）

　

【
日
時
】
５
月　

日
（
土
）

２０

午
後
２
時
〜
４
時
【
会
場
】
セ

シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

）【
講
師
】
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

３２ン
・
ハ
ー
ブ
研
究
所
所
長
・
小

島
保
彦
さ
ん
【
定
員
】
五
五
名

【
参
加
費
】
五
〇
〇
円

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
区
の

環
境
を
よ
く
す
る
会
・
浅
岡
@

３
３
１
１
‐
６
４
８
８
へ
。

　

【
日
時
・
内
容
・
会
場
】
左

表
の
と
お
り
【
対
象
】
区
内
在

住
・
在
勤
の
方
【
定
員
】
三
〇

名
【
参
加
費
】
五
〇
〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

@
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
ª
午
前

１９

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
上
井
草

１０保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３
―

８
―　

）【
内
容
】
糖
尿
病
と
は

１９

ど
ん
な
病
気
―
専
門
医
の
立
場

か
ら
―
【
講
師
】
荻
窪
病
院
内

科
医
・
池
本
久
美
子
さ
ん
【
対

象
】
区
内
在
住
・
在
勤
で
糖
尿

病
の
気
に
な
る
方
【
定
員
】
三

〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

@
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

障
害
児
と
健
常
児
が
活
動
し

て
い
る
キ
ラ
キ
ラ
グ
ル
ー
プ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
っ
て
、
染
め

紙
を
作
り
ま
す

　

【
日
時
】
５
月　

日
∏
午
後

３０

３
時
〜
５
時　

分
【
会
場
】
堀

１５

ノ
内
東
児
童
館
（
堀
ノ
内
３
―

　

―　

―　

）【
講
師
】
媚
山
美

４９

１９

１０１

緒
さ
ん
【
定
員
】
二
〇
名
程
度

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

は
、
５
月　

日
か
ら
電
話
で
児

１１

童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
@
３
３
９

３
‐
４
７
６
０
へ
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。

　

こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
た
い
方
、
体
験
や

作
業
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て

学
習
し
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
５
月　

、　

日
、

２０

２７

６
月
３
日
の
い
ず
れ
も
土
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時　

分【
会
場
】

３０

杉
並
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
８
）【
対

１４

象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で　

歳
以
上
の
方
（
高
校
生
は

１８
不
可
）【
定
員
】
二
五
名
【
参
加

費
】
一
五
〇
〇
円
（
資
料
代
等
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

杉
並
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

@
５
３
０
６
‐
３
９
３
９
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
。

　

定
年
退
職
を
迎
え
た
方
・
控

え
た
方
が
、
ス
ム
ー
ス
に
地
域

社
会
に
溶
け
込
ん
で
社
会
参
加

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ

う
、
四
回
に
渡
っ
て
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

　

【
日
時
・
内
容
】
右
表
の
と

お
り
【
会
場
】
高
齢
者
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
【
対
象
】
区
内
在

住
の　

歳
以
上
の
方
で
、
定
年

６０

退
職
を
迎
え
た
方
、
ま
た
退
職

を
控
え
た
方
【
定
員
】
四
〇
名

（
な
る
べ
く
四
回
と
も
出
席
で

き
る
方
）【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
５
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２５

に
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〒　

―
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

２
３
へ
。

　

江
戸
時
代
の
法
令
な
ど
を
題

材
に
古
文
書
を
読
む
初
心
者
向

け
の
講
座
で
す
。

　
【
日
時
】
６
月
３
、　

、　

、

１０

１７

　

日
の
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
後

２４２
時
〜
４
時
【
会
場
】
郷
土
博

物
館【
対
象
】区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
全
日
参
加
で
き
る
方

【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】

四
〇
〇
円
（
教
材
費
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
５
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

２２

郷
土
博
物
館
（
〒　

‐
０
０
６

１６８

１
大
宮
１
―　

―
８
）
へ
。
申

２０

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
博
物
館

@
３
３
１
７
‐
０
８
４
１
へ
。

　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
（
Ｎ
Ｔ

４
・
０
）
で
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト

の
実
習
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作

成
実
習
な
ど
を
行
う
初
心
者
向

け
の
入
門
講
座
で
す
。（
区
共

催
）

　

【
日
時
】
コ
ー
ス
①
６
月
３

日
、
②
６
月　

日
／
時
間
は
、

１７

い
ず
れ
も
土
曜
日
の
午
後
１
時

〜
６
時
【
内
容
（
各
コ
ー
ス
共

通
）】
午
前
＝
パ
ソ
コ
ン
始
め

の
一
歩
（
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
基
本
操

作
、
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
に
慣
れ

る
、日
本
語
入
力
の
基
本
操
作
）

／
午
後
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事

始
め
（
い
ろ
い
ろ
な
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
紹
介
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
る
）【
講
師
】
政
治
経
済
学

部
専
任
講
師
・
和
田
悟
さ
ん【
会

場
】
明
治
大
学
和
泉
校
舎
（
永

福
１
―
９
―
１
）【
対
象
】
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で　

歳
１８

以
上
の
方
【
定
員
】
各
コ
ー
ス

五
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
職
業
、
希
望
コ
ー
ス
（
①
ま

た
は
②
）
を
一
つ
書
い
て
、
５

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
明
治

１６
大
学
情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
「
和

泉
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
科
学
市
民

講
座
」
係
（
〒　

‐
８
３
０
１

１０１

千
代
田
区
神
田
駿
河
台
１
―

１
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@

３
２
９
６
‐
４
２
９
４

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
午
前

　

時
〜　

時　

分
、
午
後
０
時

１０

１１

３０

　

分
〜
４
時
）
へ
。

３０

　

【
日
時
・
内
容
】
左
表
の
と

お
り
（
区
共
催
）【
会
場
】
女
子

美
術
短
期
大
学
（
和
田
１
―　
４９

―
８
）【
対
象
】
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で　

歳
以
上
の
方

１８

【
参
加
費
】
無
料
（
た
だ
し
、

教
材
費
は
自
己
負
担
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
希
望
講
座
名
を
一
つ
書
い

て
、
５
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２２

に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　
１６６

―
０
０
１
１
梅
里
１
―　

―
２２

　

）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

３２合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@

３
３
１
７
‐
６
６
２
１

へ
。

講
座
・

　

講
演

�
く
ら
し
イ
キ
イ
キ
講
座

飽
食
の
時
代
に

食
の
原
点
を
考
え
る

e�
育
児
講
演
会

ほ
め
上
手
・
し
か
り
上
手
な

親
に
な
る
た
め
に
は

e

�
講
演
会

心
の
時
代
の
予
防
医
学

e上
井
草 
噛 
む
カ
ム
教
室

か

糖
尿
病
講
習
会

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

企
業
等
退
職
者
の
た
め
の

社
会
活
動
参
加
セ
ミ
ナ
ー

郷
土
博
物
館
古
文
書
講
座

３
―
７
―
５
）
へ
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

問
い
合
わ
せ
も
同
セ
ン
タ
ー
@

３
３
３
１
‐
９
２
１
１
へ
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
∂
、
６

２８

月　

日
∂
の
午
後
１
時
〜
２
時

１１
【
場
所
】大
宮
八
幡
宮
境
内（
大

宮
２
―
３
―
１
）【
参
加
費
】
無

料
（
参
加
者
に
は
菊
の
苗
を
無

料
配
布
）

　

希
望
者
は
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
大
宮

菊
の
会
・
五
本
木
@
３
３
２
２
‐

４
９
６
２
へ
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
º
午
後

２０

１
時　

分
〜
４
時
（
区
後
援
）

３０

【
会
場
】
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
講
師
（
阿
佐
谷
南
１
―

　

―　

）【
講
師
】
東
京
都
生
涯

４７

１７

学
習
セ
ン
タ
ー
・
大
塚
泰
二
郎

さ
ん
【
定
員
】
七
〇
名
【
参
加

費
】
五
〇
〇
円

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
郷
土
史

会
・
原
田
@
３
３
１
２
‐
６
６

観
賞
用
「
菊
」
の

栽
培
講
習
会

�
郷
土
史
講
座

富
本
銭
と
古
代
の
経
済

e

�
明
治
大
学
公
開
講
座

情
報
科
学
と
社
会

e

�
女
子
美
術
大
学
公
開
講
座

ア
ー
ト
で
豊
か
な
生
活
を

e

　

国
民
健
康
保
険
会
計
（
医

療
費
）
が
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
民
健
康
保
険

会
計
の
安
定
を
図
る
た
め
、

電
話
な
ど
に
よ
る
納
入
催
告

に
加
え
て
、
連
絡
の
と
れ
な

い
世
帯
な
ど
へ
訪
問
徴
収
を

行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
入
確
認
に
一
〇

日
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
行
き

違
い
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

【
訪
問
日
】
５
月　

日
２０

º
・　

日
∂
・　

日
º
・　

２１

２７

２８

日
∂
の
い
ず
れ
か
の
日

　

問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
健

康
保
険
課
収
納
係
へ
。

※
訪
問
徴
収
に
伺
う
職
員

は
、
杉
並
区
職
員
の
身
分

証
明
書
を
提
示
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
の
納
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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６
月
に
、
区
内
の
家
庭
を
対

象
に
国
民
生
活
基
礎
調
査
な
ど

の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
は
、
保
健
・
福
祉
行
政

の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
、
保

健
・
医
療
・
年
金
・
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
調
べ

る
も
の
で
す
。調
査
の
内
容
は
、

統
計
目
的
以
外
に
は
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

調
査
員
証
を
持
っ
た
調
査
員

が
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、保
健
計
画
課
へ
。

　

子
育
て
に
つ
い
て
、
日
常
生

活
の
中
で
気
に
な
る
こ
と
や
迷

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
実
施
期
間
】
６
・
７
・
９

月
の
期
間
の
い
ず
れ
か
の
半
日

（
午
前
中
一
回
）【
会
場
】
左
表

の
各
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
【
募
集
人
員
】
各
セ
ン
タ
ー

と
も
、
０
、
１
、
２
歳
＝
各
五

組
。
３
〜
５
歳
＝
計
五
組

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
３

面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
お

子
さ
ん
の
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・

生
年
月
日
・
性
別
・
希
望
理
由

も
書
い
て
、
５
月　

日
（
消
印

１９

有
効
）
ま
で
に
希
望
の
セ
ン
タ

ー
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
各
セ
ン
タ

ー
へ
。

※
応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
、
セ

ン
タ
ー
の
設
置
さ
れ
て
い
な

い
保
育
園
で
実
施
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
だ
れ
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域

の
相
談
役
と
し
て
厚
生
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
、
全
員
が
児
童
委
員
を

兼
ね
て
い
ま
す
。

　

区
内
で
活
動
す
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
、
四
二
三
名

で
す
。
こ
の
う
ち
、
三
九
六
名

は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
区
域
で
相

談
な
ど
を
お
受
け
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
の
二
七
名
は
、
児
童
福

祉
に
関
す
る
分
野
を
専
門
に
担

当
す
る
主
任
児
童
委
員
で
す

（
い
ず
れ
も
任
期
は
三
年
間
）。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

福
祉
事
務
所
や
児
童
相
談
所
な

ど
の
関
係
行
政
機
関
と
の
連
絡

を
と
っ
た
り
、
新
し
い
福
祉
施

策
を
紹
介
す
る
な
ど
、
区
民
と

行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し

〈体験保育…子育てサポートセンター〉

対象住所・電話番号センター名

３
カ
月
以
上
〜
５
歳

〒１６７‐００２２
下井草４‐２５‐１０

中瀬保育園内
@３３９９‐６４４７

中 �� 瀬

〒１６８‐００８１
宮前２‐２４－３８

宮前保育園内
@３３３３‐４６９９

宮 �� 前

〒１６６‐００１３
堀ノ内３‐４９‐１９‐１０１
堀ノ内東保育園内

@３３１５‐７９４７

堀ノ内東

８
カ
月
以
上
〜
５
歳

〒１６７‐００３５
今川３‐３‐１８

今川保育園内
@３３９４‐３９３５

今 �� 川

〒１６６‐０００４
阿佐谷南３‐１２‐１２
阿佐谷南保育園内

@３３９８‐４５１８

阿佐谷南

〈入院時食事療養費の一部負担金〉

一部負担金区　分

１日　７６０円一　般

１日　６５０円過去１年間の入院
期間が９０日以下区民税

非課税
世帯等

減　
　
　

額

１日　５００円過去１年間の入院
期間が９０日超

１日　３００円区民税非課税世帯等の
老齢福祉年金の受給権者

　

５
月
か
ら
９
月
は
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
が
発
生
し
や
す
い
季
節

で
す
。

　

昨
年
は
、
注
意
報
は
一
回
発

令
さ
れ
た
だ
け
で
、
例
年
に
な

く
少
な
い
年
で
し
た
。
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
の
発
生
は
そ
の
年
の

気
象
状
況
に
よ
り
毎
年
異
な
り

ま
す
。
昨
年
の
状
況
に
係
わ
ら

ず
、今
年
も
注
意
が
必
要
で
す
。

◇
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し

た
ら

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
晴
天

で
風
が
弱
く
気
温
が
高
い
と
き

に
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生

し
、
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
と

き
は
、
区
内
一
一
九
カ
所
に
あ

る
防
災
行
政
無
線
屋
外
放
送
塔

の
霧
笛
音
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
右
下
図
）。

　

そ
の
ほ
か
、
区
の
施
設
や
薬

局
に
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意

報
発
令
中
」
の
垂
れ
幕
を
掲
出

し
ま
す
。

　

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き

は
、
な
る
べ
く
屋
外
に
出
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に

屋
外
運
動
は
控
え
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
自
動
車
の
使
用
も

控
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
被
害
に
あ
っ
た
と
き

　

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
の
ど

が
痛
く
な
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
洗
眼
や
う
が
い
を
し
て
く
だ

さ
い
。
息
苦
し
い
と
き
は
、
涼

し
い
と
こ
ろ
で
安
静
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
被
害
に
あ
っ
た
と
き

は
、
杉
並
保
健
所
保
健
予
防
課

@
３
３
９
１
‐
１
０
２
５
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
公
害
対
策

係
へ
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意
�

掲示板

て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
の
こ
と
、
家
庭
や
子
ど

も
の
こ
と
な
ど
で
心
配
事
の
あ

る
方
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
、
活
動
の
な
か
で
知
っ
た

個
人
の
秘
密
の
厳
守
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、福
祉
係
へ
。

　

特
別
区
民
税
非
課
税
世
帯
な

ど
の
方
が
病
院
に
入
院
し
た
場

合
、
申
請
に
よ
り
食
事
に
か
か

る
一
部
負
担
金
が
申
請
さ
れ
た

月
か
ら
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
減
額
さ
れ
た
方
が
長

期
間
（
九
〇
日
を
超
え
る
）
入

院
を
し
た
場
合
、
再
度
申
請
し

て
い
た
だ
く
と
翌
月
の
１
日
か

ら
左
表
の
と
お
り
さ
ら
に
減
額

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、　

年
５
月　

日
で
期

１２

３１

限
が
切
れ
る
減
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
の
更
新
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
は
、
郵
便
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
①　

歳
未

７０

満
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
＝

国
民
健
康
保
険
課
給
付
係
②　
７０

歳
以
上
（
寝
た
き
り
な
ど
障
害

の
あ
る
方
は　

歳
以
上
）
で
老

６５

人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方
＝
計
画
推
進
課
高
齢

体
験
保
育
希
望
者
募
集

（　

年
度
前
期
分
）

１２

５
月　

日
は

１２

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

国
民
生
活
基
礎
調
査
な
ど
の

調
査
に
ご
協
力
を

入
院
時
食
事
療
養
費
の

一
部
負
担
金
が
減
額
さ
れ
ま
す

Aチャイム�
B「杉並区役所から、光化学スモッグ�
　注意報の発令をお知らせします」�
C霧笛音�

4秒�2秒� 5回鳴ります�

〈「注意報」発令時の放送と霧笛〉

者
医
療
係
へ
。　

　

大
気
汚
染
の
原
因
で
あ
る
二

酸
化
窒
素
（
Ｎ
Ｏ　２
 

）
を
、
家
の

周
り
で
測
定
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
測
定
器
具
を
取
り
付
け
る

だ
け
で
、
分
析
は
杉
並
大
気
汚

染
測
定
連
絡
会
が
行
い
ま
す
。

（
区
後
援
）

　

【
測
定
日
】
６
月
１
日
∫
〜

２
日
ª
【
費
用
】
三
〇
〇
円

（
測
定
器
具
代
一
〇
〇
円
、
郵

送
料
二
〇
〇
円
）

　

申
し
込
み
は
、
費
用
と
し
て

切
手
三
〇
〇
円
分
を
同
封
し
、

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
書
い

て
、
杉
並
大
気
汚
染
測
定
連
絡

会
・
渡
辺
正
子（
〒　

‐
０
０
０

１６６

２
高
円
寺
北
４
―　

―　

）へ
。

３４

１１

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
会
・
渡

辺
@
３
３
３
７
‐
３
０
６
５
へ
。

※
測
定
を
終
え
た
器
具
は
、
同

会
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
１

日
付
広
報

４
頁
「
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト　

ス
ウ
ィ
ン
グ
・
イ
ズ
・
ヒ
ア
」

の
記
事
中
、
入
場
料
は
一
二
〇

〇
円
の
誤
り
で
し
た
。

二
酸
化
窒
素
を

測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か

e新日本スポーツ連盟　レディースバレーボール大会（９人制）
　【日時】６月３日º午前９時～午後５時（区後援）【会場】妙正寺体育館（清水
３‐２０‐１２）【対象】区内在住・在勤の女性のチーム【定員】８チーム【参加費】１
チーム４０００円（当日納入）【申込み】往復ハガキ（３面ハガキ記入例参照・氏名は
選手名とクラブ名を記入））で５月２４日（必着）までに新日本スポーツ連盟・峰村
光男（〒１６６‐０００２高円寺北３‐１‐１０‐３１４）へ。定員になり次第締め切り【問合
せ】同連盟・峰村@３３３７‐８７５８（午前８時～９時）
e少年・少女ラグビー教室
　【日時】５月２８日∂午後１時～午後５時（雨天中止の場合あり・区後援）【会場】
井草森公園運動場（井草４‐１２‐１）【対象】区内在住・在勤・在学の小・中学生
【参加費】無料【申込み】当日グラウンドにて【問合せ】杉並少年ラグビースク
ール・北村由紀子@５９３２‐００１１【備考】当日は、運動のできる服装をご用意くだ
さい。
e初心者区民乗馬教室
　【日時】①６月１日～２２日の毎週木曜日②６月７日～２８日の毎週水曜日／いず
れのコースも午前１１時～午後０時３０分（区共催）【会場】東京乗馬倶楽部（渋谷区
代々木神園町４‐８）【対象】区内在住・在勤・在学で毎週参加できる健康な方
【定員】各１０名【参加費】２０，０００円【申込み】往復ハガキ（３面ハガキ記入例参
照）に希望コース、職業、乗馬歴も書いて、５月２３日（必着）までに区馬術連盟・
鈴木益太郎（〒１６７‐００５１荻窪１‐１４‐１５）へ。申込み多数の場合は、抽選【問合
せ】同連盟・鈴木@３３９１‐１６９５（午後６時～９時）
e初心者体験ダイビング
　伊豆の海で魚たちと遊ぼう！初心者を対象としたダイビング体験教室です。
　【日時】７月１日º午前７時～午後７時【会場】伊豆海洋公園（静岡県伊東市富
戸８４１‐１）【対象】区内在住・在勤・在学の１６歳以上の初心者で健康な方【定員】
４０名【参加費】９０００円（バス代、講習料、用具レンタル料、昼食代などを含む）
【申込み】往復ハガキ（３面ハガキ記入例参照・１人で２名まで連記可）に生年

月日、性別、身長、視力（裸眼）体重、胴囲、足のサイズも書いて、５月３０日（必
着）までに（財）杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みな
み阿佐ケ谷ビル８階）へ。申込み多数の場合は、抽選【問合せ】同財団@３３１２‐
２１１１（区代表）【備考】①用具は用意します②海洋公園まではバスで往復します。
当日午前７時までに区役所西棟玄関前に集合してください③班分けはこちらで行
いますので、ご了承ください。
eいきいき健康アドバイス
　運動機能測定（筋力・瞬発力・全身持久力・敏捷性・平衡性・柔軟性）を行い、
専門スタッフが面談しながらA成人病予防BシェイプアップC体力アップなど、
あなたの目的に応じた運動プログラムを作成します。
　【日時】６月１８日∂午後２時～午後５時【会場】高円寺体育館（高円寺南２‐３６
‐３１）【対象】区内在住･在勤･在学の方【定員】２０名【参加費】５００円【申込み】
往復ハガキ（３面ハガキ記入例参照、１人１通、１プログラム２名まで連記可）に、
生年月日、希望するプログラム番号（①～③）を一つ、以前受けた方はその日を
書いて５月２４日（必着）までに高円寺体育館（〒１６６-０００３高円寺南２‐３６‐３１）
へ。申込み多数の場合は、抽選【問合せ】同体育館@３３１２‐０３１３
eフィットネスセミナー
◇シェイプアップコース
　理想の体型づくりに必要な知識・方法を正しく理解し、無理なく実践します。
　【日時】６月２日ª～６月２７日∏の毎週火・金曜日午前９時～１１時（Ａコース＝
毎週火曜日・Ｂコース＝毎週金曜日の各４回）【会場】上井草スポーツセンター・
トレーニングルーム【対象】区内在住･在勤･在学の方【定員】各コース２０名【参
加費】無料（入場料として４００円必要）【申込み】往復ハガキ（３面ハガキ記入例
参照）に希望するコースを書いて５月２０日（必着）までに上井草スポーツセンタ
ー（〒１６７-００２３上井草３‐３４‐１）へ。申込み多数の場合は、抽選【問合せ】同セ
ンター@３３９０‐５７０７【その他】Ａ・Ｂコースとも同じ内容です。セミナー開催中
は一般利用できません

スポーツ�

訂
正
と
お
わ
び

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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杉並区役所@３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

〈５・６月の各種教室〉
申込締切材料費等開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

e永福和泉地域区民センター

―無料５月２０・２７日、６月３・１０・１７日
午後２時３０分～３時３０分

土曜おはなし会～心を育てる語りかけや読み聞かせの世界／おはなし
のグループ ��������������������� （参加自由）

５月３０日毎回２０円
（保険料）６月１２・１９日　　　　　午前みんなの体操～だれでもできる体操です／佐藤志津子　　　　　（２０）

５月３０日２００円６月１３・２０・２７日　　　午後知っておきたい暮らしのマナー～「のし・水引」「訪問・応接」「弔事」
の常識／海老原妙子 ������������������� （３０）

e高円寺地域区民センター

５月２０日無料６月２日
午前１０時～午後３時３０分ビオトープガーデンのすすめ～／永江直志 ���������� （５０）

５月３１日無料６月１６・２３・３０日・７月７日
午前１０時～正午

外国を知ろう―韓国―～日本語に残るハングル（韓国・朝鮮語）の響き。
近くて知らない国を学びます。／西川鈴子 ���������� （２４）

５月３１日１２０円
（保険料）

６月６・１３・２０・２７日、７月４・
１１日　午後１時～午後３時ヨガ教室～いつまでも若々しくあるために ���������� （３０）

５月３１日８００円
（材料費）

  A午後１時～２時３０分
 ���� B午後２時３０分～４時

万華鏡教室～楽しみながら作ってみよう！世界にたったひとつの万華
鏡（申込時に希望時間AまたはBを記入・各２４名）

e阿佐谷地域区民センター

５月３１日無料６月１６・２３日　　　　　午後ツボとけいらく健康法／清水清太郎　　　　　　　　　　　　　（３０）

５月３１日４００円
（茶菓代）６月２８日 ������� 午後食の文化史～五感の芸術和菓子・その美と心／青木直巳 ���� （３０）

―無料５月２０日、６月３日
 ������ 午後２時～３時土ようえほんとおはなしの会　　　　　　　　　　　　　（参加自由）

e荻窪地域区民センター

５月２０日１５０円
（保険料）

７月４・１１・１８・２５日
午後１時～３時初心者のための太極拳／杉並区太極拳連盟理事・内堀妙子 ��� （３０）

―無料※５月１４日
６月１１日おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します ���� （参加自由）

５月１５日５０円
（テキスト代）

６月１・８・１５・２２・２９日
７月６日　　午後２時～４時

オリエント文明の再発見～エジプト・メソポタミア文化を中心に／ア
ジア・アフリカ図書館長・矢島文夫 ������������� （４０）

e西荻地域区民センター

６月２０日毎回２０円
（保険料）

７月４・１１・１８・２５日
 ���� 午前１１時～午後１時

パドルテニス～だれにでも気軽にできる生涯スポーツです／小池光雄
 ����������������������������� （２４）

e井草地域区民センター

５月１５日２００円
（テキスト代）

５月３０日、６月６・１３・２０・
２７日、７月４日　　　　午前

初歩の手話～あいさつや自己紹介など全くの初歩から／杉並区登録手
話通訳者・山田恵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２５）

―無料※５月１３・２７日  午後２時～４時
（受付終了３時３０分）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します／松尾達也  （参加自
由）

e高井戸地域区民センター

５月２５日毎回２０円
（保険料）

６月２７日、７月４・１１・１８日
午前１１時～午後１時

バウンドテニス教室～若い方から年輩の方まで楽しめるテニス。テニ
スコートの１／６の広さで生涯スポーツ／遠藤千枝 ������ （３０）

―無料５月２７日、６月３・１０・１７日
午後２時～３時

おはなしひろば～読み聞かせ・紙芝居など／バンビぶんこ、ロバの会、
杉並子どもの本の会、ジルベルトの会 � （幼児・小学生対象。参加自由）

e上高井戸区民集会所

５月２５日毎回２０円
（保険料）

６月６・２０日、７月４・１８日
午後７時～９時

やさしく楽しい盆踊りと民謡踊り～盆踊りや民謡の調べにのって、だ
れでも楽しく踊れるようになります／前田邦夫 �������� （２０）

（注）１．１回約２時間。時間はおおむね、午前は１０時、午後は１時３０分から。２．※は、実費がかかる場合があります。

このコーナーでは、各地域の集会施設運営協議会
が企画した講座や、委員の皆さんが取材したまち
の話題を中心に、地域の情報をお届けします。

　

情
報
を
知
る
手
段
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
家
庭
に
も

浸
透
し
て
き
て
い
る
。し
か
し
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ

ー
ル
を
使
い
た
い
け
れ
ど
、
パ

ソ
コ
ン
は
設
定
が
難
し
い
」
と

い
う
人
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ

よ
り
何
よ
り
、
一
種
の
ア
レ
ル

ギ
ー
か
ら
か
、
こ
の
種
の
動
き

に
な
じ
め
な
い
人
々
も
い
る
。

　

難
し
そ
う
、
自
分
に
は
縁
の

な
い
も
の
と
思
っ
て
い
る
人
々

の
心
理
的
な
壁
を
な
く
し
た

い
。
パ
ソ
コ
ン
と
い
う
便
利
な

�
道
具
�
を
使
っ
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
親
し
も
う
、
身
近

な
も
の
に
し
よ
う
と
活
動
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
は
�
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
見
よ
う
杉
並
の
街
�
の

杉
並
の
情
報
を
考
え
る
会
（
倉

林
実
代
表
）
で
あ
る
。

◇

　

４
月
１
日
、
メ
ン
バ
ー
が
善

福
寺
公
園
の
バ
ス
停
に
集
ま
っ

た
。
「
一
緒
に
つ
く
ろ
う
杉
並

情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
川

シ
リ
ー
ズ
の
神
田
川
が
ほ
ぼ
完

成
、
続
い
て
善
福
寺
川
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
制
作
に
と
り
か
か
る

取
材
日
で
あ
る
。

　

集
ま
っ
た
五
人
（
倉
林
実
、

岩
永
正
雄
、
大
久
保
好
夫
、
福

田
正
浩
、
角
田
武
士
の
皆
さ

ん
）
は
、
善
福
寺
公
園
か
ら
井

草
八
幡
、
川
に
沿
っ
て
目
に
見

え
る
も
の
を
題
材
に
、
写
真
も

撮
っ
て
原
稿
に
す
る
。
ネ
ッ
ト

上
に
情
報
発
信
す
る
前
段
階
の

作
業
で
あ
る
。

　

岩
永
さ
ん
が
、「
私
た
ち
は
、

杉
並
の
川
、
荻
窪
の
街
、
こ
の

―
「
杉
並
の
情
報
化
を
考
え
る
会
」
が
提
供

「荻窪」のホームページ
http://www.suginami.com/skd/

掲載内容（一部英文もあり）
●交通：鉄道・道路・バス路線
●地名と歴史：荻窪・天沼・町村名の
変遷
●史跡巡り：荻窪八幡・田端神社・天
沼教会・中道寺など１４カ所
●花の荻窪さくら十撰：大田黒公園の
枝垂れ桜・荻窪税務署の櫻など１０カ
所
●お店マップ：スパイスの店・コーヒ
ー専門店など
●杉並の川：神田川水系・妙正寺川善
福寺川（制作中）

杉並の情報化を考える会
メールアドレス＝skd@suginami.com

地
の
寺
社
史
跡
…
み
ん
な
の
目

に
見
え
る
、
知
っ
て
い
る
も
の

を
取
材
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

制
作
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

発
信
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
身

近
な
も
の
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
は

こ
う
見
え
る
の
か
と
皆
さ
ん
感

じ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
活
動
が

杉
並
の
情
報
化
に
役
立
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
続
け
て
い
ま

す
」
と
会
の
方
向
づ
け
を
語
っ

て
く
れ
た
。

　

初
期
の
メ
ン
バ
ー
は
、
杉
並

区
民
大
学
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

社
会
と
人
間
」
コ
ー
ス
の
Ｏ
Ｂ

だ
っ
た
が
新
し
い
仲
間
も
加
わ

っ
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
基
礎
に

地
域
に
還
元
で
き
る
活
動
を
と

セ
シ
オ
ン
杉
並
で
会
合
を
重

ね
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ

せ
た
。
そ
れ
を　

年
に
西
荻
窪

９７

の
商
店
会
ま
つ
り
、　

年
に
は

９８

阿
佐
谷
七
夕
ま
つ
り
、
昨
年
は

荻
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
に
出
展
し
た
。
会
場
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
パ
ソ
コ
ン
を

操
作
し
て
も
ら
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
も
ら
っ
た
。高
円
寺
、

阿
佐
谷
、
西
荻
、
荻
窪
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
英
語
版
も
つ
け

た
。
現
在
は
、
神
田
川
水
系
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
化
に
取
組
ん
で

取
材
を
続
け
て
い
る
。制
作
で

は
、分
担
し
た
作
業
を
通
し
て

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
扱
う
地
域
の
歴
史
や

街
並
み
な
ど
…
多
く
の
未
知
の

発
見
や
勉
強
が
あ
る
と
い
う
。

　

米
国
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
使
い
方
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
同
志
と
い
っ
た
仲

間
を
探
す
こ
と
が
、
大
き
な
柱

と
な
っ
て
定
着
し
て
い
る
と
い

う
。
杉
並
の
情
報
化
を
考
え
る

会
の
活
動
が
、
地
域
情
報
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
ま
ち

づ
く
り
ま
で
と
い
う
輪
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

　

会
は
、
今
年
も
７
月
２
日

（
日
）
荻
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
ま
つ
り
に
参
加
予
定
で
あ

る
。

（
荻
窪
地
域
集
会
施
設
運
営
協

議
会
）

　

各
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
各

区
民
集
会
所
で
は
、
５
・
６
月

の
各
種
教
室
を
左
表
の
と
お
り

開
き
ま
す
。参
加
費
は
無
料（
材

料
費
や
傷
害
保
険
料
は
自
己
負

担
）
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
表
中
の
各
締
切
日
（
必

着
）
ま
で
に
該
当
の
施
設
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
該
当
の
施

設
へ
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

　

雑
司
ケ
谷
の
鬼
子
母
神
や

�
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
原
宿
�
と

言
わ
れ
る
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店

街
な
ど
を
歩
き
ま
す
。

　

【
日
時
・
内
容
】
▽
６
月
５

日
∑
午
前　

時
〜
正
午
＝
講
義

１０

▽
６
日
∏
午
前　

時　

分
〜
午

１０

３０

後
４
時
＝
現
地
探
訪
【
講
師
】

清
水
孝
夫
さ
ん
【
対
象
】
二
日

間
参
加
可
能
で
、
四
時
間
程
度

歩
け
る
方
【
定
員
】
三
〇
名

e

５
・
６
月
の 
各
種
教
室

【
参
加
費
】
二
〇
〇
円
（
ほ
か

に
交
通
費
・
昼
食
代
の
実
費
が

必
要
で
す
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
５
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

２０

同
セ
ン
タ
ー
へ
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
º
午
後

２０

６
時　

分
開
演
【
出
演
】
石
川

３０

典
子
＝
ピ
ア
ノ
、
飯
塚
昌
幸
＝

フ
ル
ー
ト
、島
田
実
＝
ギ
タ
ー
、

遠
藤
冨
美
代
＝
ボ
ー
カ
ル
、
ほ

か
律
彩
子
の
グ
ル
ー
プ【
定
員
】

八
〇
名
（
先
着
順
）【
入
場
料
】

無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

※
６
月
以
降
の
出
演
者
を
募
集

中
で
す
。
詳
し
く
は
同
集
会

所
へ
。

e
歩
い
て
み
る
江
戸
東
京

パ
ー
ト
∆

都
電
荒
川
線
の
小
さ
な
旅

e
土
曜
日
の
音
楽
会

プ
チ
・
シ
ャ
ン
ソ
ニ
エ
・
コ
パ
ン

―
５
月
の
パ
リ
が
好
き
！

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

下
高
井
戸
区
民
集
会
所

荻
窪
の
街
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
よ
う

通 信

� � � � � � �

高
円
寺
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

　

【
日
時
】
６
月　

日
º
、　

１０

１１

日
∂

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

（　

日
は
３
時
ま
で
・
雨
天
決

１１
行
）【
内
容
】
▽
両
日
＝
グ
ル
ー

プ
発
表
・
展
示
、
押
花
教
室
、

ア
ニ
メ
映
画
、
人
形
劇
、
Ｔ
シ

ャ
ツ
プ
リ
ン
ト
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
障
害
者
団
体
販
売
コ

ー
ナ
ー
、
包
丁
研
ぎ
、
各
種
模

擬
店
▽　

日
の
み
＝
バ
ウ
ン
ド

１０

テ
ニ
ス
、
点
茶
▽　

日
の
み
＝

１１

高
等
学
校
演
奏
会
、
ウ
ッ
ド
バ

ー
ニ
ン
グ
（
焼
き
絵
）
教
室
、

卓
球
、ク
イ
ッ
ク
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

子
ど
も
卓
球
、
グ
ル
ー
プ
三
田

演
奏
会
、
も
ち
つ
き

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

セ
シ
オ
ン
杉
並
ま
つ
り

コミュニティ

６月１０日

午後２時～４時



広報� NO.1513●　 平成１２（２０００）年５月１１日（木曜日）７

〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

　

【
日
時
】
６
月　

日
∂
午
前

１１

　

時
〜
午
後
４
時（
雨
天
決
行
）

１０【
内
容
】
作
品
展
示
、
ミ
ニ
ス

テ
ー
ジ
、
模
擬
店
な
ど
【
出

演
】
落
語
家
・
柳
亭
痴
楽
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
・
ハ
ッ
ピ
ー
ゴ
リ

ラ
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

障
害
の
あ
る
方
も
、
な
い
方

も
一
緒
に
楽
し
く
ダ
ン
ス
を
踊

り
ま
せ
ん
か
。
バ
ト
ン
・
ト
ワ

リ
ン
グ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

　
【
日
時
】６
月
４
日
∂
午
後
１

時　

分
〜
３
時　

分【
定
員
】四

３０

３０

〇
名（
先
着
順
）【
参
加
費
】無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

※
上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

【
日
時
】
６
月　

日
º
、　

１０

１１

日
∂
の
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

（
雨
天
決
行
）【
内
容
】
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
記
念
講
演
「
阿
佐

ヶ
谷
周
辺
の
あ
れ
こ
れ
（
仮

題
）」
講
師
＝
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
・

泉
麻
人
さ
ん
、
お
子
さ
ま
コ
ー

ナ
ー
、
包
丁
と
ぎ
、
お
も
ち
ゃ

の
病
院
、
模
擬
店
、
書
画
・
手

工
芸
の
作
品
展
示
な
ど
【
入
場

料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
楽
し
め
る
催
し
で
す
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
∂
午
前

２１

　

時
〜
午
後
４
時（
雨
天
決
行
）

１０【
内
容
】
こ
ど
も
工
芸
教
室
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
、
胡
弓
と
フ

ァ
ゴ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
の
合
奏
、

琴
演
奏
、
手
品
、
て
ん
刻
、
模

擬
店
（
野
菜
即
売
・
焼
き
そ
ば
・

綿
あ
め
・
清
涼
飲
料
・
草
花
や

苗
木
販
売
な
ど
）

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

【
日
時
・
内
容
】
①
６
月
７

日
＝
「
広
東
料
理
（
鶏
モ
モ
肉

揚
げ
辛
味
ソ
ー
ス
か
け
・
芝
海

老
の
チ
リ
ソ
ー
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
と
海
の
幸
炒
め
）」講
師
…

東
信
閣
中
国
料
理
長
・
木
川
道

幸
さ
ん
②
６
月　

日
＝
「
家
庭

２１

で
で
き
る
手
打
ち
そ
ば
―
家
庭

に
あ
る
道
具
で
」
講
師
…
岩
田

順
久
さ
ん
／
い
ず
れ
も
水
曜
日

午
前　

時
〜
午
後
２
時
【
定

１０

員
】
二
四
名
【
費
用
】
三
六
〇

〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
５
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

２０

同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

若
者
に
よ
る
若
者
の
た
め
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
ダ
ン
ス
や

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
、

ピ
ア
ノ
の
演
奏
な
ど
、
若
者
の

活
躍
ぶ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
∂
正
午

２８

開
演
（
午
前　

時
開
場
）【
定

１１

員
】
三
六
六
名
（
先
着
順
）

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

下高井戸区民集会所@5374－6192
〒１６８－００７３　下高井戸3－26－1”第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
@3317－6611
〒１６６－００１１　梅里1－22－32”第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所@5340－6272
〒１６６－００１２　和田2－31－21”第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター@3314－7211
〒１６６－０００４　阿佐谷南1－47－17”第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター@3301－7720
〒１６７－００２２　下井草5－7－22”第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所@3395－5085
〒１６７－００２３　上井草2－28－13”第２・第４火曜日

八成区民集会所@3394－0989
〒１６７－００２１　井草1－3－2”第２水曜日

高井戸地域区民センター@3331－7841
〒１６８－００７２　高井戸東3－7－5”第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所@3329－0605
〒１６８－００７４　上高井戸1－15－5”第２・第４月曜日

梅里区民集会所@3317－3310
〒１６６－００１１　梅里2－34－20”第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター@3398－9125
〒１６７－００５１　荻窪2－34－20”第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所@5310－4633
〒１６７－００３１本天沼2－12－10”第１・第３月曜日

西荻地域区民センター@3301－0811
〒１６７－００３４桃井4－3－2”第２・第４水曜日、１０日

西荻南区民集会所@3335－5444
〒１６７－００５３西荻南3－5－23”第２月曜日

永福和泉地域区民センター@5300－9411
〒１６８－００６３　和泉3－8－18”第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所@3322－4225
〒１６８－００６２　方南1－27－8”第１・第３水曜日

西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

荻
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

本
天
沼
区
民
集
会
所

西
荻
南
区
民
集
会
所

e
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

踊
り
ま
し
ょ
う

恒
例
の
集
会
所
ま
つ
り

男
の
料
理

２
０
０
０

ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

集
会
所
ま
つ
り

　

春
光
あ
ふ
れ
る
３
月
最
終
の

日
曜
日
、
今
年
も
大
盛
況
の
う

ち
に
無
事
に
幕
を
閉
じ
た
蚕
糸

の
森
ま
つ
り
。
一
三
回
目
を
迎

え
た
こ
の
ま
つ
り
は
、
蚕
糸
試

験
場
の
跡
地
が
、
杉
十
小
学
校

を
囲
む
防
災
公
園
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
め

ざ
し
て

　

「
こ
の
公
園
の
特
性
を
生
か

し
て
地
域
に
根
付
く
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
が
で
き
な
い
も
の
だ
ろ

う
か
」
こ
う
考
え
た
お
二
人
―

永
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
地
域
の
青
少

年
育
成
に
携
わ
っ
て
き
た
浜
田

洋
子
さ
ん
と
、
当
時
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
だ
っ
た
小
池
曙
さ
ん
の
発

案
に
よ
り
、
賛
同
し
た
人
々
が

「
蚕
糸
の
森
ま
つ
り
協
議
会
」

を
結
成
し
運
営
が
始
ま
っ
た
。

　

地
域
環
境
の
発
展
・
防
災
意

識
の
向
上
・
青
少
年
の
健
全
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
一
環

と
し
て
積
み
重
ね
て
き
た
ま
つ

り
で
あ
る
。

　

一
三
年
の
年
月
を
加
え
て
参

加
団
体
は
町
会
・
青
少
年
育
成

委
員
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
近
隣
自
主

団
体
・
地
域
関
係
機
関
な
ど
合

わ
せ
て
五
一
団
体
、
参
加
者
は

約
一
万
七
五
〇
〇
人
を
数
え
る

大
規
模
な
催
し
へ
と
発
展
し
て

き
た
。

達
人
た
ち
の
知
恵
と
力

　

規
模
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

開
催
に
至
る
ま
で
の
企
画
を
練

り
上
げ
る
実
行
委
員
会
の
様
子

が
面
白
い
。

　

地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

の
達
人
た
ち
が
頭
を
突
き
合
わ

せ
、ま
つ
り
の
成
功
を
夢
見
る
。

こ
の
夢
か
ら
生
ま
れ
た
知
恵
は

数
知
れ
な
い
。

　

風
船
を
使
う
の
に
も
、
風
船

に
よ
る
公
害
の
勉
強
を
し
た
結

果
、
天
然
ゴ
ム
製
の
風
船
が
あ

る
こ
と
を
学
び
こ
れ
を
使
う
こ

と
に
決
定
。

　

ま
た
、
九
〇
脚
に
及
ぶ
借
用

の
机
の
汚
れ
を
防
ぐ
た
め
、
脚

一
本
一
本
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

を
履
か
せ
る
こ
と
に
し
た
が
、

こ
れ
に
は
二
〇
⁄
角
に
切
っ
た

使
用
済
み
の
シ
ー
ト
を
、
自
転

車
の
古
タ
イ
ヤ
の
チ
ュ
ー
ブ
を

輪
切
り
に
し
た
「
手
作
り
輪
ゴ

ム
」
で
止
め
て
資
源
と
費
用
の

無
駄
を
抑
え
た
。

　

こ
う
し
た
様
々
な
名
案
・
珍

案
に
迷
走
し
な
が
ら
も
前
進
し

て
い
く
。

ご
み
を
減
ら
す
努
力

　

ま
つ
り
で
頭
を
悩
ま
す
こ
と

の
ひ
と
つ
が
ご
み
の
減
量
で
あ

る
。

　

綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
の
上
に

役
割
分
担
が
な
さ
れ
て
い
く
。

祭
り
の
当
日
、
駐
輪
場
の
整
備

や
ご
み
の
分
別
に
あ
た
っ
て
い

る
の
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
子
ど
も
た

ち
。
一
日
中
ご
み
箱
の
前
に
立

ち
、
任
務
に
あ
た
る
。

　

こ
の
地
道
な
努
力
が
今
年
大

き
な
成
果
を
結
ん
だ
。

　

五
年
前
に
は
九
〇
〜
一
〇
〇

も
の
ご
み
の
大
袋
を
処
理
し
て

い
た
の
が
、
今
年
は
三
一
袋
。

何
と
約
三
分
の
一
に
減
っ
た
の

で
あ
る
。
一
万
七
五
〇
〇
人
も

の
人
出
が
あ
り
、
多
く
の
模
擬

店
が
出
店
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
こ
の
ご
み
の
量
は
画
期
的

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ご
み
以
外
の
仕
事
で
も
中
高

生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持
っ

て
汗
を
流
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
毎
年
、
広
い
世
代
の
協
力
者

が
増
え
て
お
り
、
頼
も
し
い
限

り
で
あ
る
。

地
域
の
底
力
に
支
え
ら
れ
て

　

神
社
の
祭
礼
は
さ
て
お
い
て

も
、地
域
の
中
で
産
声
を
上
げ
、

住
民
の
手
で
育
て
上
げ
ら
れ
て

き
た
ま
つ
り
と
し
て
は
、
杉
並

区
内
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

都
内
で
も
屈
指
の
ま
つ
り
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ

う
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
底
力

を
示
す
ま
つ
り
と
し
て
大
き
く

飛
躍
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

（
高
円
寺
地
域
集
会
施
設
運
営

協
議
会
）

　

井
荻
駅
（
西
武
新
宿
線
）
か

ら
北
へ
歩
い
て
五
分
ほ
ど
の
と

こ
ろ
に
障
害
者
福
祉
施
設
・
け

や
き
生
活
園
（
す
ぎ
の
き
生
活

園
が
隣
接
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
、
重
度
の
知
的
障

害
が
あ
る　

歳
以
上
の
利
用
者

１８

二
九
人
が
、
送
迎
バ
ス
で
区
内

全
域
か
ら
通
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
い
き
い
き

　

朝
９
時　

分
か
ら
午
後
３
時

３０

ま
で
、職
員
の
介
助
の
も
と
に
、

更
衣
・
食
事
・
排
せ
つ
な
ど
の

基
本
的
な
こ
と
を
自
立
し
て
で

き
る
た
め
の
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
社
会
生
活
能
力

を
高
め
る
た
め
の
様
々
な
作
業

や
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
活
動
内
容

▽
ア
ク
ア
班
＝
作
業
着
の
洗
濯

や
ハ
ー
ブ
栽
培
▽
ハ
ン
ズ
班
＝

和
紙
を
使
っ
た
ア
ル
バ
ム
な
ど

の
製
品
づ
く
り
▽
リ
サ
イ
ク
ル

班
＝
段
ボ
ー
ル
や
ア
ル
ミ
缶
の

回
収
と
整
理
▽
ク
ラ
フ
ト
班
＝

ハ
ン
カ
チ
の
草
木
染
め

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
能
力
に
合
っ
た
や
り
方

で
、
い
き
い
き
と
楽
し
そ
う
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

音
楽
の
時
間

　

こ
う
し
た
作
業
の
時
間
だ
け

で
は
な
く
、
音
楽
の
時
間
が
あ

り
ま
す
。
先
生
の
ピ
ア
ノ
の
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
ラ
ッ
パ
や

太
鼓
、
シ
ン
バ
ル
、
鈴
な
ど
、

自
分
の
好
き
な
楽
器
を
手
に
と

っ
て
一
緒
に
演
奏
を
し
ま
す
。

　

ピ
ア
ノ
や
歌
に
合
わ
せ
て
演

奏
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
然
に

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、
身
も
心
も
音
楽
の
世
界
に

引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
こ

う
し
て
音
楽
の
時
間
は
楽
し
い

う
ち
に
終
わ
り
ま
す
。

　

音
楽
を
聴
い
た
り
演
奏
す
る

こ
と
で
心
身
が
開
放
さ
れ
、
言

葉
を
使
わ
な
い
で
自
己
表
現
す

る
こ
と
で
日
常
生
活
の
向
上

と
、
自
分
自
身
の
世
界
が
広
が

る
と
い
う
こ
と
が
医
学
的
に
も

確
か
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
音
楽

療
法
）。

地
域
の
中
で

　

生
活
園
で
は
、
地
域
社
会
と

の
関
わ
り
を
深
め
、
社
会
生
活

へ
の
よ
り
良
い
参
加
が
で
き
る

よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
近

隣
地
域
の
方
々
は
、
資
源
回
収

に
歩
い
た
り
、
近
く
の
公
園
の

清
掃
を
し
て
い
る
利
用
者
の
姿

を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
中
の

施
設
を
目
指
し
て
「
杉
実
祭
」

や
盆
踊
り
の
開
催
（
す
ぎ
の
き

生
活
園
と
の
共
催
）、八
成
の
ど

ん
ど
や
き
へ
の
参
加
な
ど
、
積

極
的
に
機
会
を
作
っ
て
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

　

生
活
園
の
利
用
者
の
皆
さ
ん

が
、
明
る
く
い
き
い
き
と
し
た

表
情
で
根
気
よ
く
作
業
な
ど
を

し
て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

（
井
草
地
域
集
会
施
設
運
営
協

議
会
）

け
や
き
生
活
園
を
た
ず
ね
て

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

　

周
年
開
館
記
念
ま
つ
り

１５

ま
つ
り
を
支
え
る

力
も
ち
な
人
た
ち

　

回
目
を
迎
え
た
蚕
糸
の
森
ま
つ
り

１３
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This page provides information about the city in English for foreign residents living in Suginami City. (Starting this month, it will appear regularly on page 8 of this bulletin,
published on the 11th day of odd-numbered months.) The articles here were previously published in the Japanese version newsletter, Koho Suginami and other publications.
このページでは､杉並区に住む外国人の方に､英語で区の情報をお知らせしています(奇数月の11日号8ページに掲載)。なお､ここに掲載している情報は､すでに日本語の｢広報すぎなみ｣などでお知らせしたものです。

How to Dispose of Garbage and
Recyclable Items

Inquiries: Nishi Waste Collection Office, Tel: 3392-7281 (in Japanese); Higashi Waste Collection
Office, Tel: 3323-4571 (in Japanese); Collection Service Subsection, Recycling and Public Sanitation
Section, Tel: 3312-2111 (main switchboard) (in Japanese)

When disposing of garbage, first sort it according
to type — “Combustible Garbage” (trash which
burns), “Noncombustible Garbage” (trash which
does not burn or is unsuitable for incineration) and
“Recyclable Items” (bottles, cans and paper).

Since a collection truck will stop by to pick up
the garbage, be sure to take the appropriate garbage
to the designated street location (waste collection
point) by 8:00 a.m. on collection day.

Combustible garbage, such as kitchen and paper
scraps, is collected twice a week, while noncom-
bustible garbage, such as glass and metal items,
and garbage unsuitable for incineration, such as
plastic and rubber items, are collected once a week.

Items that can be disposed of as recyclable items
include paper items (newspapers, magazines, card-
board) and food/beverage bottles and cans. These
items are collected once a week.

Since the collection schedule varies according to
the district in which you live, you should either
read the sign posted at the collection site, or inquire
with the Collection Office, your landlord or a
neighbor.

In order to be treated at a medical facility in Japan, you
will need to have National Health Insurance. Foreigners
who live in Japan for one year or longer must enroll in the
National Health Insurance program. However, this does not
apply to members and dependents of other forms of public
health insurance (such as Employees’ Health Insurance) or
those who receive public assistance.
Application Counter: City Office 2F, Counter #13
Necessary Documents: Foreign resident registration
card, student ID, etc.

• Concerning Premiums
Health insurance premiums consist of the medical por-

tion and the nursing care portion.
Those who are under 40 years of age: Will be charged
only for the medical portion of health insurance.
Those who are 40 to 64 years of age: Will be charged
for the medical portion as well as the nursing care por-
tion of health insurance.
Those who are 65 years of age or older: Will be
charged only for the medical portion of health insurance,
while the nursing care portion of health insurance will be
charged separately by the Nursing Insurance Section (col-
lection of which will begin in October).

• How to Pay the Premiums
Please take the invoice which was sent to you to your

local bank, credit trust (credit union), agricultural coop-
erative, post office or city office/branch office and pay
your insurance premium before the deadline.

You become ineligible for insurance membership if
you move out of the city (or the country) and must with-
draw from the insurance program. In this case, please be
sure to pay any outstanding premiums due before your
move.
Inquiries: National Health Insurance Section (in
Japanese)

Association for Culture and Exchange of
Suginami (ACES)

ACES organizes various fun events which foreign
residents can participate in and make friends with
Japanese and other foreign residents. Everyone is
invited to participate.
International Cooking Class
Date and time: June 24 (Sat.), 10:00 a.m. to 2:00 p.m.
Location: Takaido Chiiki Kumin Center (3-7-5
Takaido-higashi)
Program: Rumanian cooking

Introduction to Different Cultures Class
Date and time: July 22 (Sat.), 2:00 to 4:00 p.m.
Location: Hall for Industrial and Commercial Use
(3-2-19 Asagaya-minami)
Program: Enhancing understanding of foreign
countries through introductions to their history and
customs

“Letter Friends” Wanted
ACES mails to registered foreign residents its

“Letter Friends” monthly bulletin, which includes
notices of Association events and other useful
information. This service is free — we would like
to help you enjoy your life in Suginami.

International Exchange Salon
The International Exchange Salon is located on the

International Exchange Floor (2F) of the ACES office.
Please stop by and enjoy free and open communica-
tion with ACES members and “letter friends.”
Hours: Mondays (except national holidays), 1:30
to 4:30 p.m.
Place: ACES 2F, International Exchange Floor (1-
14-2 Asagaya-minami)
Fee: Free
Other: Food and drinks are permitted at the
International Exchange. Please note that political,

religious or for-profit activities are prohibited.

To apply or for more information, contact ACES,
Tel: 5378-8833 (in Japanese).

Japanese Language Classes for Foreign
Residents of Suginami City

This class teaches basic Japanese conversation
and reading/writing necessary in daily life.
Dates and time: Tuesdays and Fridays, from
March 28 to July 18, 6:30 to 8:30 p.m. (Total 30
classes)

Location: Sesión Suginami (1-22-32 Umezato)
Tuition: ¥2,000 per month (text fees are separate)

To apply, write your name, address, age, sex and
telephone number on a postcard and send it to the
Lifelong Education Center (1-22-32 Umezato,  166-
0011). Applications are accepted on an ongoing basis.

Also, for more information, contact the Lifelong
Education Center, Tel: 3317-6621 (in Japanese).

* Those who would like to request babysitting
services should also include the child’s name, sex
and age on the postcard as well.
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Separate combustible garbage from noncom-
bustible garbage and place in semi-transparent
plastic bags (those recommended by the Special-
City government) for disposal.

Rinse bottles and cans and let them dry before
placing them in the designated containers.

Bundle newspapers, magazines and cardboard
separately for disposal.

To make an appointment for collection of
large-sized garbage in any of the 23 cities
of Tokyo, contact the Large-sized Waste
Reception Center, Tel: 5296-7000 (in
Japanese).

Events Calendar (June and July)

Do You Know About 
the National Health

Insurance Program?

Aiming to create a city which meets the needs
of the new era, and with the 21st century right
before us, the city of Suginami is actively orga-
nizing plans to realize the “Suginami City 21st
Century Vision” as its basic ideal.

This new vision will become a charter whose
purpose is to create a comfortable city where
residents can live together with their hopes for
the 21st century.

Working Toward This Vision
In line with implementing Suginami City’s

vision for the 21st century, the city established a
Deliberation Committee, with Mr. Takemochi
Ishii (professor emeritus of Tokyo University) as
Chairman and 35 committee members. The com-
mittee began their discussions in September of
last year. In addition, three divisions were estab-

lished in December, and gathered by field for
discussion.

Through activities such as the recent question-
naire for residents, residents’ forum, use of a
web site, articles in the city bulletin, and publi-
cation of Vision News, the committee has been
making progress with its project together with
the city’s residents.

In the future, the committee plans to write a
draft proposal by August of this year, and have
an official decision made via the city assembly.

The draft proposal is scheduled to be
announced to the public through such venues as
the city bulletin.

The Suginami City is looking forward to hear-
ing the opinions of all.

Inquiries: Policy Planning Section (in Japanese)

Suginami City 21st Century
Vision Is Making Progress

SUGINAMIHello!Hello!
Published by: Suginami City Office, Editing: Public Relations Section, Address: 1-15-1 Asagaya-minami, Suginami-ku, Tokyo 166-8570. 
Tel: 3312-2111 (main switchboard), Fax: 3312-9911 (direct line for Public Relations Section) (Please make inquiries in Japanese.)http://www.city.suginami.tokyo.jp/
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　ごみを出すときは、まず「可燃ごみ（燃えるご

み）と「不燃ごみ（燃えない・燃やせないごみ）」、

そして「資源（びん・缶・紙類）」に分けます。

　ごみは車で集めに来ますので、その日の朝８時ま

でに、路上の指定の場所（ごみ集積所）に出して

おきます。

　生ごみ・紙くずなどの燃えるごみは週２回、ガラ

ス・金属などの燃えないごみとプラスチック・ゴ

ムなどの燃やせないごみは週１回収集します。

　また、資源として出せるものは、飲食料用のび

ん・缶と紙類（新聞紙・雑誌・段ボール）で週１回

回収します。

　収集日は地域ごとに異なりますので、近くの集

積所の看板を見るか、清掃事務所または家主・近

所の人に聞いてください。

ごみと資源の出し方
�問い合わせ…西清掃事務所�３３９２‐７２８１／東清掃事務所�３３２３‐４５７１／リサイクル清掃課作
業係�３３１２‐２１１１㈹（いずれも日本語で）

可燃ごみ・不燃ごみは、半透明のポリ袋（特別区推奨の
もの）に入れて出してください。

びん・缶は中を水でゆすいで乾かし、専用のコンテナに
入れてください。

新聞紙・雑誌・段ボールは種別にひもでしばってくださ
い。

�杉並区文化・交流協会の催し
　杉並区文化・交流協会では、外国人の方が気軽
に参加でき、日本人をはじめ多くの外国人の方と

楽しく交流できるイベントをたくさん企画してい

ます。皆さんもぜひご参加ください。

◇国際交流料理講座
　【日時】６月２４日�午前１０時～午後２時【会場】
高井戸地域区民センター（高井戸東３‐７‐５）【内

容】ルーマニアの料理を作ります。

◇海外文化理解講座
　【日時】７月２２日�午後２時～４時【会場】産業商

工会館（阿佐谷南３‐２‐１９）【内容】外国の歴史や習慣

などを紹介し、その国について理解を深めます。

◇レターフレンド募集
　当協会では、協会のイベント情報や外国人の方

々に役立つ情報をレターフレンドとして登録され

た外国人に対して、毎月郵便でお知らせしていま

す。あなたの杉並区での生活にぜひ、お役立てく

ださい。無料で配布しています。

◇国際交流サロン開設中
　協力会員とレターフレンドの皆さんが自由に楽

しく交流できる場として、協会事務局の２階にある

国際交流フロアーを「国際交流サロン」として開

放しています。

　【利用日】毎週月曜日の午後１時３０分～午後４時

３０分（祝日は除く）【場所】文化・交流協会２階国

際交流フロアー（阿佐谷南１‐１４‐２）【利用料】無

　医療機関にかかるときには、国民健康保険が必

要になります。外国人で日本に１年以上滞在する予

定の方は、国民健康保険に加入しなければなりま

せん。ただし、日本ですでに他の公的医療保険

（被用者保険）に加入している方とその扶養家族、

生活保護を受けている方は除きます。

　【手続き窓口】区役所２階⑬番窓口【必要書類】

外国人登録証、学生証など

�保険料について　
　保険料には、医療分保険料と介護保険料があり
ます。

◇４０歳未満の方…医療分のみの請求となります。

◇４０歳～６４歳の方…医療分保険料+介護保険料を

国民健康保険料として請求します。

◇６５歳以上の方…医療分保険料のみの請求とな

り、介護保険料は別途介護保険課から請求します

（徴収は１０月から）

�保険料の納め方
　送付している納付書を使って最寄りの銀行、信

用金庫（組合）、農業協同組合、郵便局および区役

所、出張所で納期限までに納めてください。

　転出（出国）などにより加入資格がなくなり脱

退するときは、必ず未納保険料を納入してくださ

い。

　問い合わせは、国民健康保険課へ（日本語で）。

ご存じですか

国民健康保険

６・７月のイベント情報
料【備考】交流サロンでの飲食はＯＫです。また、

政治活動、宗教活動および営利を目的とした使用

は禁止となっていますのでご協力ください。

☆

　申し込み・問い合わせは、文化・交流協会交流

係�５３７８‐８８３３へ（日本語で）。
�杉並でくらす外国人のためのにほんご教室
　日常生活に必要な日本語会話や読み書きを学ぶ

講座です。

　【日時】３月２８日～７月１８日の毎週火・金曜日午

２３区の家庭の粗大ごみの回収申込みは
粗大ごみ受付センター�５２９６‐７０００へ

（日本語で）

●このページでは、杉並区に住む外国人の方に、英語で区の情報をお知らせしています（奇数月の１１号８ページに掲載）。なお、ここに掲載している情報は、すでに日
本語の「広報すぎなみ」などでお知らせものです。

　杉並区では、２１世紀を目前に控え、新しい時

代にふさわしい杉並区を目指し、基本構想とし

て「杉並区２１世紀ビジョン」づくりにとりくん

でいます。

　新しいビジョンは、２１世紀に区民が希望を持

って、ともに住みよいまちづくりを進めるため

の憲章となるものです。

ビジョンづくりに向けて
　杉並区２１世紀ビジョンづくりのため、区では

審議会（会長：東京大学名誉教授・石井威望、

委員３５名）を設置し、昨年の９月から審議を開始

しています。また、１２月からは３つの部会に分か

れ、分野別に検討を行ってきました。

　この間に区民アンケートや区民フォーラムの

実施、ホームページの活用、広報紙への掲載、

ビジョンニュースの発行などを行い、区民の皆

さんとともにビジョンづくりを進めています。

　今後は、今年の８月までに原案を作成し、区議

会の議決を経て決定される予定です。

　原案などについては、広報紙などを通じて区

民の皆さんにお伝えする予定です。

　皆さんのご意見をお待ちしています。

☆

　問い合わせは、企画課へ（日本語で）。

杉並区２１世紀ビジョンづくりが
進んでいます

SUGINAMIHello!Hello!
●発行／杉並区　●編集／広報課 〒１６６‐８５７０杉並区阿佐谷南１‐１５‐１　区の代表電話は�３３１２‐２１１１�３３１２‐９９１１（広報課直通）

http://www.city.suginami.tokyo.jp/

後６時３０分～８時３０分（全３０回）【会場】セシオン杉

並（梅里１‐２２‐３２）【費用】１カ月２０００円（教材費別）

　申し込みは、ハガキに住所、氏名、年齢、性別、

電話番号を書いて、社会教育センター（〒１６６‐００１１

梅里１‐２２‐３２）へ。随時受付中

　問い合わせも、同センター�３３１７‐６６２１へ（日
本語で）。

※託児希望の方は、お子さんの氏名・性別・年齢

をハガキに記入してください。


